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は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
九
月
、
国
立
劇
場
で
は
明
治
一
五
〇
年
を
記
念
し
て
、
明
治
時
代
に
新

作
さ
れ
た
文
楽
「
良
弁
杉
由
来
」
が
上
演
さ
れ
た
。
本
作
は
上
演
頻
度
が
比
較
的
高
い

人
気
演
目
で
あ
る
。
忠
臣
蔵
と
い
っ
た
名
作
に
比
べ
て
歴
史
の
浅
い
明
治
の
新
作
で
も
、

百
年
以
上
の
上
演
の
歴
史
が
あ
り
観
客
を
惹
き
つ
け
て
き
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近

年
の
作
品
に
対
す
る
評
価
は
、
劇
と
し
て
の
見
ど
こ
ろ
は
明
治
の
三
味
線
の
名
人
豊
澤

団
平
が
作
曲
し
た
、
子
を
探
し
求
め
る
母
が
狂
乱
す
る
「
桜
の
宮
物
狂
い
の
段
」
の
み

で
、
そ
れ
以
外
は
見
る
べ
き
も
の
が
な
い
駄
作
と
さ
れ
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
か
ら
遠
ざ
け

る
べ
き
で
あ
る
と
戦
後
の
劇
評
家
に
評
さ
れ
て
今
に
至
る（

１
）。

　

人
形
浄
瑠
璃
は
江
戸
時
代
に
生
ま
れ
た
芸
能
で
、
現
代
で
も
上
演
さ
れ
て
い
る
。
江

戸
時
代
に
生
ま
れ
た
作
品
が
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
上
演
方
法
で
、「
現

代
の
観
客
」
に
向
け
て
上
演
さ
れ
る
。
こ
こ
に
、
伝
統
芸
能
の
継
承
と
現
代
の
観
客
に

よ
る
受
容
の
難
し
さ
が
あ
る
。
日
本
は
、
明
治
維
新
以
後
、
十
九
世
紀
の
西
欧
の
文
化

を
取
り
入
れ
、
現
在
の
基
礎
を
作
り
上
げ
た
。
現
代
と
は
こ
と
な
る
伝
統
演
劇
の
作
品

を
受
容
す
る
た
め
に
は
、
か
つ
て
の
価
値
観
や
社
会
状
況
を
補
い
な
が
ら
登
場
人
物
の

心
情
に
よ
り
そ
い
、
人
と
し
て
通
底
す
る
も
の
を
見
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
い
は
、

磨
き
上
げ
ら
れ
た
表
現
と
し
て
伝
統
の
至
芸
を
味
わ
う
。
果
た
し
て
、
近
代
の
鳥
羽
口

に
成
立
し
た
「
良
弁
杉
由
来
」
は
、
伝
統
の
至
芸
に
は
興
味
が
そ
そ
ら
れ
る
が
、
作
品

そ
の
も
の
に
は
現
代
人
の
心
に
訴
え
る
も
の
が
な
い
作
品
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ

東
　
　
　
晴

　
美

「
良
弁
杉
由
来
」
と
近
代
日
本

　
　
│
│
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
明
治
期
の
新
作
と
近
代
西
洋
文
学
批
評
│
│

ろ
う
か
。

　
「
良
弁
杉
由
来
」
に
関
し
て
現
代
も
な
お
言
及
さ
れ
る
研
究
と
し
て
昭
和
四
十
八
年

に
発
表
さ
れ
た
郡
司
正
勝
氏
の
「『
二
月
堂
良
弁
杉
由
来
』
考
」（

２
）が

あ
る
。
本
研
究
が

発
表
さ
れ
た
後
、
近
世
か
ら
近
代
の
多
く
の
資
料
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
本

稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
や
研
究
成
果
を
用
い
、
作
品
が
初
演
さ
れ
た
明
治
二
十
年
代
、

ま
た
、
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
し
て
定
着
し
た
大
正
、
昭
和
初
期
の
日
本
の
文
化
・
社
会
状

況
か
ら
、
本
作
が
人
気
演
目
と
し
て
支
持
さ
れ
て
い
た
背
景
を
さ
ぐ
る
。
さ
ら
に
、
戦

後
の
評
価
を
近
代
西
洋
文
学
批
評
か
ら
検
証
し
、
伝
統
文
化
が
現
代
に
生
き
る
可
能
性

を
考
察
す
る
。

一
、
初
演
ま
で
：「
花
衣
い
ろ
は
縁
起
　
わ
し
の
段
」
か
ら
「
桜
の
宮
物
狂
い
」
へ

　
「
良
弁
杉
由
来
」
は
、
二
歳
の
時
に
鷲
に
さ
ら
わ
れ
た
子
が
、
三
十
年
後
に
最
高
位

の
僧
良
弁
と
な
っ
て
落
魄
し
た
母
と
再
会
す
る
物
語
で
あ
る
。
初
演
は
、
明
治
二
十

（
一
八
八
七
）
年
二
月
、
大
阪
彦
六
座
。
作
曲
は
三
味
線
の
豊
澤
団
平
、
作
者
は
団
平

の
妻
千
賀
に
よ
る
補
筆
と
さ
れ
て
い
る
。
初
演
時
の
外
題
は
、「
観
音
霊
験
記　

三
拾

三
所
花
野
山
」。
西
国
三
十
三
所
観
音
札
所
の
観
音
霊
験
譚
を
い
く
つ
か
取
り
上
げ
前

編
、
後
編
に
わ
け
て
上
演
し
た
も
の
で
、
良
弁
僧
正
に
関
す
る
物
語
は
、
前
編
の
霊
験

譚
の
一
つ
で
あ
る
。
後
編
は
九
月
に
初
演
さ
れ
、
明
治
期
に
は
「
三
拾
三
所
花
野
山
」

の
一
つ
と
し
て
、
大
正
期
か
ら
は
「
良
弁
杉
由
来
」
と
し
て
独
立
上
演
さ
れ
る
よ
う
に
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三
所　

観
音
霊
場
記
」
で
あ
る（

６
）。
い
く
つ
か
の
札
所
の
霊
験
譚
を
オ
ム
ニ
バ
ス
方
式
で

組
み
合
わ
せ
た
本
作
の
、
霊
験
譚
の
一
つ
が
「
石
山
寺
わ
し
の
段
」
で
あ
る
。
番
付
に

よ
れ
ば
、
人
形
の
配
役
は
、
山
中
左
衛
門
（
桐
竹
門
造
）、
女
房
小
く
う
（
吉
田
辰
五

郎
）、
山
中
三
之
介
（
吉
田
辰
太
郎
）
と
あ
り
、「
吉
田
辰
五
郎
辰
太
郎
出
つ
か
ひ
早
替

り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
番
付
に
は
、「
作
者　

玉
龍
舎
定
一
」「
糸
調　

里
暁
」
と
あ

る
。「
糸
調　

里
暁
」
と
は
三
味
線
の
豊
澤
団
平
が
作
者
と
し
て
用
い
た
号
と
さ
れ
て

い
る（

７
）。「
良
弁
杉
由
来
」
の
初
演
と
な
る
、
明
治
二
十
年
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
も
作

曲
が
豊
澤
団
平
で
、
明
治
十
二
年
の
「
観
音
霊
場
記
」
を
も
と
に
し
て
、
い
く
つ
か
の

霊
験
譚
を
差
し
替
え
た
「
改
訂
再
演
」
で
あ
る（

８
）。
そ
の
差
し
替
え
た
霊
験
譚
の
中
で
、

鷲
に
さ
ら
わ
れ
た
子
が
僧
と
な
り
親
と
再
会
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
玄
恕
か
ら
良
弁
に

な
る
。

　

良
弁
の
伝
説
で
出
自
に
関
し
て
は
、
相
模
国
説
と
近
江
国
説
の
二
つ
が
あ
り
、
近
江

国
説
に
関
し
て
は
、「
粟
津
人
」
と
「
志
賀
里
人
」
が
あ
る（

９
）。
江
戸
時
代
に
広
く
流
布

し
た
地
誌
に
も
二
説
が
と
ら
れ
て
い
る
。『
南
都
名
所
記
』
で
は
「
さ
が
み
の
く
に
の

人
」
と
あ
る
が
母
と
の
再
会
譚
は
な
い
。
一
方
、『
大
和
名
所
図
会
』
で
は
「
近
江
国

志
賀
郡
の
人
」
と
あ
り
、『
元
亨
釈
書
』
を
参
考
に
し
て
記
し
た
と
あ
る）

10
（

。『
元
亨
釈
書
』

に
は
、
良
弁
が
「
近
州
志
賀
里
人
」、
二
歳
の
時
に
母
と
桑
畑
に
い
る
時
に
鷲
に
さ
ら

わ
れ
た
こ
と
、
母
は
三
十
年
さ
ま
よ
う
が
子
に
会
う
こ
と
は
か
な
わ
ず
、
ふ
る
さ
と
に

帰
ろ
う
と
淀
川
の
船
に
乗
っ
た
時
に
、
船
中
の
人
か
ら
良
弁
の
出
自
を
聞
き
、
も
し
や

と
尋
ね
て
観
音
像
を
証
拠
に
名
乗
り
合
っ
た
と
あ
る
。「
花
衣
い
ろ
は
縁
起
」
の
「
わ

し
の
段
」
の
「
志
賀
の
里
」
と
、『
元
亨
釈
書
』
系
の
説
話
の
良
弁
の
出
自
の
「
志
賀

里
人
」
と
が
結
び
つ
き
、
西
国
三
十
三
の
霊
験
譚
は
、
明
治
十
二
年
の
「
花
衣
い
ろ
は

縁
起
」
系
か
ら
、
良
弁
系
へ
と
差
し
替
え
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
良
弁
杉
由
来
」
の
名
場
面
の
一
つ
は
、「
桜
の
宮
物
狂
い
」
で
あ
る
が
、
近
世
期
ま

で
の
説
話
に
は
母
が
狂
乱
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
描
か
れ
て
い
な

い
。
郡
司
正
勝
氏
は
、
近
世
期
に
成
立
し
た
謡
曲
「
朗
弁
」
の
物
狂
い
の
母
が
登
場
し

母
子
が
再
会
す
る
観
音
利
生
譚
か
ら
、「
良
弁
杉
由
来
」
と
の
関
係
を
指
摘
す
る）

11
（

。

　

謡
曲
「
朗
弁
」
に
加
え
て
、
も
う
一
つ
注
目
し
た
い
の
が
、
明
治
十
一
年
に
刊
行
さ

れ
た
『
説
教
譬
喩
因
縁
談
』
で
あ
る）

12
（

。
本
書
の
下
巻
に
「
南
都
良
弁
僧
正
ノ
事
」
が
収

な
り
、
現
代
の
文
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
と
な
る
。

　
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
の
良
弁
に
関
す
る
物
語
は
、
番
付（

３
）か
ら
次
の
よ
う
に
構
成
さ

れ
る
。

・
志
賀
の
里
の
段　

（
茶
つ
み
の
畑
に
鷲
に
幼
子
を
と
ら
る
）

・
桜
の
宮
物
狂
ひ
の
段
（
我
子
の
ほ
だ
し
け
ふ
女
の
物
狂
い　

此
所
人
形
惣
出
つ
か

ひ
に
て
御
ら
ん
に
入
申
候
）

・
東
大
寺
の
段
（
此
所
門
前
の
う
か
が
ひ
に
三
十
年
後　

番
僧
の
知
恵
袋
）

・
良
弁
杉
の
段
（
杉
の
木
の
元　

親
子
の
名
の
り
）

　

幼
児
が
鷲
に
さ
ら
わ
れ
て
親
と
別
れ
、
の
ち
に
僧
と
な
っ
て
再
会
す
る
プ
ロ
ッ
ト
は
、

江
戸
時
代
の
寛
保
二
（
一
七
四
二
）
年
に
初
演
さ
れ
た
『
花
衣
い
ろ
は
縁
起
』
の
影
響

が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る（

４
）。
本
作
は
全
五
段
の
長
編
戯
曲
で
あ
る
が
、
宝
暦
十
（
一

七
六
〇
）
年
に
、
二
段
目
の
志
賀
の
里
で
鷲
に
子
ど
も
が
さ
ら
わ
れ
る
「
わ
し
の
段
」

が
再
演
さ
れ
て
以
降
、「
わ
し
の
段
」
の
み
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
わ
し
の
段
を
「
物

ぐ
る
ひ
」
と
称
す
る
例
も
あ
り
（
宝
暦
五
年
十
一
月
）、
子
を
失
っ
た
親
の
狂
乱
の
場

面
が
見
せ
場
の
作
品
と
し
て
幕
末
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
明
治
三
十
九
年

『
三
十
三
所
花
野
山
』
再
演
時
の
劇
評
に
も
「
い
ろ
は
縁
起
」
か
ら
の
抜
粋
と
の
指
摘

も
あ
り（

５
）、
明
治
の
観
客
も
「
良
弁
杉
由
来
」
を
見
る
と
、
幕
末
ま
で
折
々
に
上
演
さ
れ

て
い
た
「
花
衣
い
ろ
は
縁
起　

鷲
の
段
」
を
想
起
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

江
戸
時
代
か
ら
浄
瑠
璃
は
先
行
作
を
参
考
に
し
て
作
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
先
行
作

と
し
て
は
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
浄
瑠
璃
だ
け
で
な
く
、
能
楽
や
文
芸
作
品
に
拠
る
こ
と

も
あ
る
。
参
考
の
程
度
は
、
詞
章
ま
で
先
行
作
を
引
用
す
る
手
法
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。

し
か
し
、「
花
衣
い
ろ
は
縁
起
」
と
本
作
に
は
、
詞
章
を
引
用
す
る
ほ
ど
の
密
な
関
係

は
み
ら
れ
な
い
。
基
本
的
な
人
物
関
係
や
設
定
が
異
な
る
た
め
だ
。「
花
衣
い
ろ
は
縁

起
」
で
は
、
志
賀
の
里
で
山
中
左
衛
門
と
小
督
夫
婦
の
子
三
之
助
が
鷲
に
と
ら
れ
、
夫

の
左
衛
門
が
狂
乱
す
る
（
良
弁
で
は
、
母
の
み
）。
僧
玄
恕
と
な
っ
た
子
と
親
が
再
会

す
る
の
は
三
年
後
で
、
六
歳
の
僧
玄
恕
の
説
法
の
場
（
良
弁
は
三
十
年
後
で
、
春
日
大

社
の
参
詣
の
折
）。
親
子
の
名
乗
り
の
証
拠
が
観
音
像
と
産
衣
の
紐
（
良
弁
で
は
観
音

像
と
錦
の
守
袋
と
異
な
る
。）。

　

こ
の
「
わ
し
の
段
」
を
取
り
入
れ
た
の
が
明
治
十
二
年
十
月
大
江
橋
席
「
西
国
三
拾
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要
因
を
探
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

二
、
初
演
「
観
音
霊
験
記

　
三
拾
三
所
花
野
山
」：
彦
六
座
の
挑
戦

　

明
治
二
十
年
に
「
良
弁
杉
由
来
」
を
含
む
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
が
人
形
浄
瑠
璃
で

初
演
さ
れ
た
の
は
、
大
阪
の
彦
六
座
で
あ
る
。

　

彦
六
座
は
、
江
戸
後
期
か
ら
植
村
文
楽
軒
に
よ
っ
て
興
行
さ
れ
て
い
る
文
楽
座
に
対

抗
し
て
、
明
治
十
七
年
に
開
場
し
た
劇
場
だ
。
文
楽
座
で
一
座
を
代
表
す
る
三
味
線
豊

澤
団
平
を
引
き
抜
く
形
で
彦
六
座
の
中
心
に
据
え
た
。

　

当
時
の
文
楽
界
の
一
流
の
演
者
を
擁
す
る
文
楽
座
に
対
抗
す
る
た
め
に
、
彦
六
座
は

様
々
な
工
夫
を
重
ね
た
。
明
治
五
年
に
新
政
府
の
方
針
に
従
い
、
文
楽
座
が
大
阪
の
中

心
部
か
ら
や
や
西
に
位
置
す
る
松
島
へ
移
転
し
た
（
松
島
文
楽
座
）
の
に
対
し
て
、
大

阪
で
古
く
か
ら
人
形
浄
瑠
璃
の
興
行
が
あ
っ
た
土
地
に
新
築
さ
れ
た
彦
六
座
に
は
地
の

利
も
あ
っ
て
客
が
集
ま
り
、
そ
の
勢
力
は
文
楽
座
も
無
視
で
き
ず
、
明
治
十
七
年
に
中

心
部
へ
文
楽
座
も
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。
御
霊
文
楽
座
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
じ

ま
る
文
楽
座
と
非
文
楽
系
彦
六
座
の
競
い
合
い
は
、
明
治
文
楽
界
を
お
お
い
に
盛
り
上

げ
る
こ
と
に
な
る
。

　

彦
六
座
の
新
し
い
取
り
組
み
を
通
し
て
み
る
と
、「
良
弁
杉
由
来
」
に
対
し
て
、
当

時
の
観
客
が
戯
曲
以
外
に
も
興
味
が
か
き
立
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

ま
ず
、
劇
場
の
運
営
に
関
し
て
は
、
小
道
具
、
人
形
の
衣
装
は
す
べ
て
新
調
で
あ
っ

た
。
そ
の
新
し
さ
は
観
客
の
目
を
奪
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
現
在
の
「
良
弁

杉
由
来
」
の
演
出
で
は
、
落
魄
し
た
母
と
再
会
す
る
良
弁
は
、
鮮
や
か
な
緋
の
衣
を
身

に
着
け
て
い
る
。
良
弁
が
高
僧
ゆ
え
に
当
然
の
衣
装
で
あ
り
、
ま
た
落
魄
し
た
母
と
の

対
比
を
際
立
た
せ
る
あ
め
の
高
貴
な
風
情
の
演
出
で
、
演
劇
的
に
は
特
筆
す
べ
き
も
の

で
は
な
い
が
、
当
時
の
彦
六
座
の
文
字
通
り
ピ
カ
ピ
カ
の
新
し
さ
と
あ
わ
せ
て
考
え
る

と
、
衣
装
一
つ
に
も
期
待
し
て
当
時
の
観
客
は
舞
台
を
み
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ

る
。
道
具
に
関
し
て
は
、
明
治
十
九
年
九
月
「
大
塔
宮
曦
鎧
」
の
盆
踊
り
の
場
面
で
は
、

客
席
に
大
ぶ
り
な
切
り
子
灯
籠
を
い
く
つ
も
ぶ
ら
さ
げ
、
人
形
に
あ
わ
せ
た
小
ぶ
り
な

切
り
子
灯
籠
を
舞
台
で
使
う
幻
想
的
な
演
出
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
観
客
の
下
駄
を
拭

め
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
良
弁
説
話
の
書
き
出
し
は
、
二
歳
の
時
に
鷲
に
さ
ら
わ
れ
た

逸
話
か
ら
始
ま
る
が
、
本
書
は
、
落
剥
し
た
母
が
息
子
の
行
衛
を
尋
ね
て
狂
気
と
な
っ

た
場
面
か
ら
説
き
起
こ
す
。

　
「
○
南
都
良
辨
僧
正
ノ
事　

昔
シ
大
坂
ノ
町
ニ
一
人
ノ
老
婆
ガ
ア
チ
ラ
ヘ
走
リ
コ
チ

ラ
ヘ
走
リ
走
リ
歩
行
テ
居
ル
ユ
ヘ
ニ
子
供
ガ
ヤ
レ
気
違
ヒ
ヨ
ト
云
テ
追
廻
ス
其
夜
三
十

石
ノ
船
ニ
乗
リ
京
ノ
方
ヘ
ト
心
ザ
ス　

然
ル
ト
コ
ロ
乗
合
ノ
人
ノ
咄
ニ
（
後
略
）」。
こ

こ
こ
か
ら
『
元
亨
釈
書
』
系
の
淀
川
の
船
中
の
人
か
ら
良
弁
の
噂
を
聞
く
逸
話
と
な
る
。

狂
乱
し
た
老
婆
が
子
ど
も
に
か
ら
か
わ
れ
る
様
は
、
ま
さ
に
団
平
に
よ
る
名
曲
「
桜
の

宮
物
狂
い
の
段
」
そ
の
も
の
で
あ
り
、
妻
千
賀
の
振
付
に
よ
る
狂
乱
の
見
せ
場
と
関
わ

る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い）

13
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さ
ら
に
、
母
が
東
大
寺
に
た
ど
り
つ
き
、
水
た
ま
り
で

乞
食
同
然
の
我
が
姿
を
う
つ
し
て
恥
じ
入
る
件
、
東
大
寺
の
僧
に
乞
食
と
さ
げ
す
ま
れ

る
件
、
母
が
手
紙
を
し
た
た
め
て
松
の
木
（
謡
曲
「
朗
弁
」
で
は
高
札
、「
良
弁
杉
由

来
」
で
は
杉
の
木
）
に
貼
り
付
け
た
の
を
良
弁
が
読
む
件
な
ど
が
、
良
弁
関
係
の
他
の

説
話
に
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
も
の
で
、
明
治
二
十
年
の
改
作
に
影
響
を
与
え
た
可
能

性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

明
治
二
十
年
に
作
者
と
し
て
名
が
挙
が
る
団
平
の
妻
千
賀
は
、
本
作
以
外
に
も
様
々

な
作
品
の
作
者
と
し
て
名
前
が
挙
げ
ら
れ
る
。
千
賀
の
作
品
へ
の
関
与
に
関
し
て
は
、

あ
く
ま
で
も
団
平
が
作
曲
し
や
す
い
よ
う
に
、
文
章
を
改
変
し
た
と
さ
れ
て
い
る）

14
（
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し

た
が
っ
て
、
千
賀
に
文
才
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
近
代
以
降
の
作
者
論
、
一

人
の
作
者
が
作
品
を
創
作
す
る
姿
勢
と
は
異
な
る
と
み
る
べ
き
だ
。
日
本
の
文
壇
に
お

い
て
、
戯
曲
が
文
学
の
一
類
と
し
て
認
識
さ
れ
る
の
は
、
外
山
正
一
に
よ
っ
て
、
シ
ェ

イ
ク
ス
ピ
ア
の
ハ
ム
レ
ッ
ト
が
『
新
体
詩
抄
』
に
紹
介
さ
れ
る
明
治
十
五
年
が
最
初
期

の
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
広
く
浸
透
す
る
の
が
明
治
十
九
年
の
演
劇
改
運
動
の
こ
ろ

だ）
15
（

。
ま
た
、
文
学
の
分
野
で
、
十
九
世
紀
の
西
欧
の
文
学
を
受
容
し
、
そ
れ
が
議
論
の

遡
上
に
上
る
の
は
、
明
治
二
十
四
年
創
刊
の
『
早
稲
田
文
学
』、
明
治
二
十
八
年
創
刊

の
『
帝
国
文
学
』
な
ど
明
治
二
十
年
代
後
半
だ
。
明
治
十
二
年
「
西
国
三
拾
三
所　

観

音
霊
場
記
」
や
明
治
二
十
年
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
に
近
代
的
な
密
度
の
高
い
戯
曲
を

求
め
る
の
は
難
し
い
。

　

本
作
が
明
治
、
大
正
、
昭
和
前
期
に
た
び
た
び
上
演
さ
れ
た
背
景
は
、
戯
曲
以
外
の
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「
良
弁
杉
由
来
」
は
明
治
の
「
新
作
」
浄
瑠
璃
で
あ
る
。
戯
曲
に
関
し
て
も
、
新
し
い

取
り
組
み
が
試
み
ら
れ
た
時
代
で
あ
る
。
明
治
十
年
代
は
、
東
京
で
歌
舞
伎
の
九
代
目

市
川
団
十
郎
を
中
心
と
し
た
演
劇
改
良
運
動
が
展
開
す
る
。
新
し
い
時
代
の
演
劇
を
模

索
す
る
機
運
は
、
大
阪
の
人
形
浄
瑠
璃
に
も
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
つ
に
、「
活
歴
物
」
が
あ
る
。
江
戸
時
代
で
は
、
徳
川
家
に
直
接
関
わ
る
表

現
を
避
け
た
た
め
、
別
の
時
代
に
作
品
の
時
代
を
設
定
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
た
。
そ
れ

を
、
明
治
に
な
っ
て
史
実
通
り
に
上
演
す
る
の
が
、
歴
史
が
活
き
た
よ
う
に
眼
前
に
現

れ
る
「
活
歴
物
」
で
あ
る
。
人
形
浄
瑠
璃
で
も
、
た
と
え
ば
明
治
六
年
八
月
に
上
演
さ

れ
た
「
実
伝
大
阪
夏
陣
記
」
は
真
田
幸
村
を
主
人
公
と
し
た
作
品
で
あ
る
が
、
江
戸
時

代
は
徳
川
家
を
は
ば
か
っ
て
「
鎌
倉
三
代
記
」
と
し
て
上
演
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
史
実
通
り
に
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
小
手
先
の
改
変
は
、
江
戸
時
代
の
名

作
の
筋
立
て
に
矛
盾
を
生
じ
さ
せ
、「
活
歴
物
」
は
や
が
て
否
定
的
な
評
価
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
た
と
え
結
果
と
し
て
失
敗
の
試
み
と
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、

新
作
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
時
代
で
あ
る
。

　

文
楽
座
で
は
「
日
露
戦
争
薫
梅
忠
義
魁
」「
明
治
美
談
孝
行
娘
」
な
ど
、
時
事
ネ
タ

を
と
り
あ
げ
る
。
彦
六
座
に
お
い
て
も
、
二
十
年
九
月
に
上
演
さ
れ
た
『
三
拾
三
所
花

野
山
』
後
編
の
「
吉
原
品
川
楼
」
で
は
、
人
形
で
散
切
り
頭
、
下
に
シ
ャ
ツ
を
着
せ
て

初
め
て
登
場
さ
せ
た
り
、
二
十
一
年
『
逆さ

い
が
う
ゆ
め
も
の
が
た
り

巻
浪
夢
之
夜
嵐
』
で
人
形
に
洋
服
を
着
せ
た

り
す
る
な
ど
、
時
事
ネ
タ
や
新
演
出
を
試
み
た）
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「
良
弁
杉
由
来
」
に
関
し
て
い
え
ば
、
明
治
期
に
仏
教
関
係
の
新
作
が
多
く
出
て
お

り
、
ま
た
、
再
演
を
繰
り
返
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。「
良
弁
杉
由
来
」
は
西

国
三
十
三
所
の
観
音
霊
場
に
ち
な
ん
だ
『
三
拾
三
所
花
野
山
』
の
一
幕
で
あ
る
。
こ
れ

に
先
立
つ
の
が
明
治
十
二
年
「
西
国
三
拾
三
所　

観
音
霊
場
記
」
で
あ
る
。
他
に
、
文

楽
座
で
も
「
善
光
寺
霊
験
記
」
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。
明
治
初
期
の
戯
曲
を
鑑
賞
す
る

に
は
、
今
日
と
は
異
な
る
一
五
〇
年
前
の
社
会
状
況
に
も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
次
項
で
は
、
明
治
期
の
仏
教
の
状
況
を
ふ
ま
え
て
、「
良
弁
杉
由
来
」
の
初
演
や

再
演
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

い
て
お
帰
り
い
た
だ
い
た
な
ど
観
客
と
の
一
体
感
で
盛
り
上
が
る
新
装
の
劇
場
の
熱
気

が
伝
わ
っ
て
く
る）

16
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。

　

人
形
の
演
出
に
関
し
て
は
、
明
治
十
七
年
七
月
『
加
賀
見
山
』「
奥
庭
」
で
、
女
中

の
お
初
（
吉
田
辰
五
郎
）
が
主
人
の
敵
の
岩
藤
（
吉
田
才
治
）
を
追
い
詰
め
る
場
面
で

は
、
岩
藤
が
客
席
に
逃
げ
出
し
、
そ
れ
を
お
い
か
け
た
お
初
と
、
客
席
で
立
ち
回
り
を

は
じ
め
て
い
る）
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ま
た
、
明
治
十
八
年
五
月
の
孫
悟
空
を
主
人
公
と
し
た
『
五
天
竺
』

で
は
、
宙
乗
り
早
替
り
等
、
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ
ク
な
舞
台
を
見
せ
る
。
明
治
二
十
年

「
観
音
霊
験
記　

三
拾
三
所
花
野
山
」
の
番
付
で
は
、
良
弁
の
物
語
で
は
「
桜
の
宮
物

狂
い
の
だ
ん
」
や
、
こ
れ
以
外
の
観
音
霊
験
譚
に
も
「
出
遣
い
」
と
あ
る
。
出
遣
い
と

は
、
本
来
は
人
形
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
に
、
黒
頭
巾
で
顔
を
隠
す
人
形
遣

い
が
、
上か

み
し
も下
を
着
し
て
人
形
を
操
る
姿
を
見
せ
る
演
出
で
あ
る
。
舞
台
を
華
や
か
に
し
、

人
気
の
人
形
遣
い
の
姿
を
見
た
い
と
い
う
観
客
の
期
待
に
応
え
る
演
出
で
あ
る
。

　

明
治
維
新
以
後
、
日
本
の
新
し
い
演
劇
を
模
索
す
る
た
め
に
参
照
し
た
十
九
世
紀
西

欧
の
舞
台
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
第
四
の
壁
」
と
い
わ
れ
る
舞
台
と
観
客
の
間
を
隔
て
る

見
え
な
い
壁
が
あ
た
か
も
存
在
す
る
よ
う
に
、
俳
優
は
観
客
の
存
在
を
無
視
し
て
演
じ
、

観
客
は
客
席
か
ら
舞
台
を
垣
間
見
る
と
い
う
関
係
性
を
構
築
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な

時
代
、
戯
曲
は
文
学
と
し
て
緻
密
な
言
語
芸
術
と
し
て
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
。
こ
の

よ
う
な
西
欧
の
近
代
劇
が
移
入
さ
れ
、
定
着
す
る
以
前
の
日
本
に
お
い
て
は
、
舞
台
と

観
客
は
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
の
存
在
を
自
明
と
し
て
作
品
を
作
り
上
げ
て
き

た
。
こ
の
よ
う
な
戯
曲
は
、
近
代
文
学
批
評
の
視
点
か
ら
は
、
戯
曲
の
統
一
感
に
欠
け

た
子
ど
も
だ
ま
し
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
近
世
を
ま
だ
色
濃
く
残
す
明

治
二
十
年
代
の
舞
台
は
、
戯
曲
の
密
度
の
高
さ
だ
け
に
舞
台
の
価
値
を
集
約
さ
せ
な
い
、

第
四
の
壁
に
隔
て
ら
れ
な
い
演
劇
を
楽
し
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

近
年
の
現
代
演
劇
で
は
第
四
の
壁
を
崩
す
試
み
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
折
に
日
本

の
歌
舞
伎
や
文
楽
が
参
照
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
し
か
し
、
昭
和
の
伝
統
演
劇
で
は
、

そ
の
よ
う
な
演
出
を
避
け
て
き
た
傾
向
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
〇
年
代
に
一
世

を
風
靡
し
た
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
は
多
く
の
観
客
を
動
員
す
る
一
方
で
、「
歌
舞
伎
で
は

な
い
」
と
批
判
さ
れ
た
。
二
〇
一
〇
年
代
に
な
っ
て
伝
統
演
劇
に
も
戯
曲
以
外
の
要
素

に
目
を
向
け
る
動
き
が
出
始
め
る
が
、
伝
統
芸
能
と
し
て
の
本
流
と
は
み
な
さ
れ
な
い）

18
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。
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巡
礼
の
近
代
化

　

明
治
二
十
年
に
前
編
、
後
編
に
分
け
て
上
演
さ
れ
た
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
は
、
明

治
二
十
三
年
の
再
演
で
一
つ
に
ま
と
ま
り
、
札
所
の
霊
験
譚
の
省
略
、
追
加
、「
鷲
の

段
」
の
よ
う
に
内
容
の
差
し
替
え
を
重
ね
な
が
ら
、
明
治
四
十
年
代
に
、
那
智
山
、
藤

井
寺
、
壺
坂
寺
、
清
水
寺
、
中
山
寺
、
谷
汲
寺
、
番
外
札
所
二
月
堂
の
霊
験
と
集
約
さ

れ
て
い
く
。
良
弁
の
物
語
は
、
明
治
期
の
間
は
、
常
に
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
の
一
幕

と
し
て
、
非
文
楽
系
で
上
演
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
番
付
か
ら
わ
か
る
。
前
項
で
述
べ
た

『
弥
陀
本
願
三
信
記
』
の
よ
う
な
年
忌
法
要
と
い
っ
た
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
が
な
い
本
作

が
な
ぜ
再
演
を
繰
り
返
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

西
国
三
十
三
所
の
観
音
巡
り
の
草
創
期
か
ら
現
代
に
い
た
る
変
遷
は
、
佐
藤
久
光
氏

の
『
遍
路
と
巡
礼
の
社
会
学
』
に
詳
し
い）
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佐
藤
氏
に
よ
れ
ば
、
平
安
末
期
に
成
立
し

室
町
中
期
に
固
定
化
し
た
三
十
三
所
の
巡
礼
は
、
近
世
期
に
は
平
均
し
て
二
万
人
前
後

の
参
拝
者
で
賑
わ
っ
た
。
し
か
し
、
前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
明
治
期
は
、
廃
仏
毀
釈
や

檀
家
を
持
た
ず
に
荘
園
か
ら
の
収
入
を
得
て
い
た
寺
院
が
経
済
的
に
困
窮
す
る
な
ど
、

新
し
い
時
代
の
制
度
変
更
の
影
響
の
た
め
に
、
三
十
三
の
霊
場
の
中
に
は
荒
廃
し
た
も

の
も
あ
っ
た
。
佐
藤
氏
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
再
び
か
つ
て
の
賑
わ
い
を
取
り
戻
す
の
は

戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期
の
昭
和
四
十
年
代
か
ら
と
な
っ
て
い
る
。
昭
和
四
十
年
に
は

二
万
五
千
人
と
江
戸
時
代
の
平
均
に
近
い
人
数
に
、
昭
和
四
十
四
年
は
三
万
人
と
江
戸

時
代
の
最
盛
期
に
近
い
参
拝
者
と
な
る
。
佐
藤
氏
の
論
考
で
は
、
そ
の
間
の
明
治
期
に

は
あ
ま
り
言
及
が
な
い
が
、
興
味
深
い
資
料
が
い
く
つ
か
あ
る
。
た
と
え
ば
、
明
治
四

十
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
宇
智
・
吉
野
郡
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
霊
場
巡
拝
案
内
記
』
は
、

江
戸
時
代
後
期
、
文
化
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
宇
智
・
吉
野
郡
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡

拝
道
中
記
』
を
収
録
し
、
霊
場
が
成
立
し
た
頃
よ
り
百
年
を
経
て
廃
絶
し
た
札
所
も
少

な
く
な
い
こ
と
か
ら
、
新
し
く
案
内
記
を
制
作
し
た
も
の
で
あ
る）
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近
世
期
に
盛
行
し

た
霊
場
巡
り
が
、
明
治
前
期
に
は
荒
廃
し
、
明
治
後
期
に
再
び
注
目
を
集
め
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、
仏
教
を
め
ぐ
る
概
念
に
変
革
が
生
じ
た
よ
う
に
、
巡
礼
に
関
し
て
も
、
近
世

か
ら
近
代
に
は
新
た
な
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
森
正
人
「
巡
礼
の

近
代
性
」）

25
（

で
、
明
治
三
十
三
年
十
月
に
、
大
阪
毎
日
新
聞
社
が
「
西
国
三
十
三
所
巡
礼

三
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
再
演
：「
良
弁
杉
由
来
」
の
単
独
上
演
と
近
代
仏
教

廃
仏
毀
釈
と
明
治
仏
教

　

彦
六
座
で
は
『
三
拾
三
所
花
野
山
』
の
前
の
年
、
明
治
十
九
年
年
五
月
『
弥
陀
本
願

三
信
記
』
を
上
演
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
浄
土
真
宗
の
親
鸞
上
人
、
蓮
如
上
人
、
顕
如

上
人
を
扱
っ
た
作
品
で
、
豊
澤
団
平
が
節
付
を
し
、
お
千
賀
が
作
を
担
当
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
、
仏
教
関
連
の
演
目
が
新
作
さ
れ
る
背
景
に
は
、
明
治
元
年
の
政
府
に

よ
る
神
仏
分
離
令
に
よ
る
日
本
各
地
で
展
開
し
た
廃
仏
毀
釈
運
動
と
も
関
連
す
る
だ
ろ

う
。
明
治
六
年
に
は
、
大
阪
の
人
々
が
親
し
む
住
吉
大
社
の
二
つ
の
伽
藍
が
壊
さ
れ
る

な
ど
、
既
存
の
価
値
観
の
喪
失
を
目
の
当
た
り
に
し
た
市
民
に
と
っ
て
、
明
治
九
年
に

親
鸞
聖
人
、
明
治
十
五
年
に
蓮
如
上
人
が
相
次
い
で
、
明
治
天
皇
よ
り
諡
号
を
追
贈
さ

れ
る
こ
と
は
、
新
し
い
制
度
へ
変
革
す
る
中
で
、
既
存
の
価
値
観
が
肯
定
さ
れ
る
安
堵

に
も
近
い
も
の
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う）

20
（

。
さ
ら
に
、
明
治
三
十
一
年
の
蓮
如
上
人
四
百
回

忌
法
要
の
予
修
が
明
治
十
八
年
に
山
科
別
院
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
、

明
治
十
九
年
年
五
月
『
弥
陀
本
願
三
信
記
』
が
初
演
さ
れ
、
明
治
二
十
四
年
、
二
十
七

年
、
二
十
九
年
、
三
十
八
年
、
四
十
一
年
と
四
百
回
忌
法
要
の
あ
と
も
上
演
を
重
ね
て

い
る）

21
（

。

　

明
治
期
は
、
日
常
に
親
し
ん
だ
慣
習
を
打
ち
砕
く
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
出
来
事
を
経
て
、

近
代
と
い
う
新
し
い
文
化
を
受
容
し
よ
う
と
し
た
時
代
で
あ
る
。
既
存
の
文
化
は
破
壊

の
後
に
復
権
す
る
と
い
う
よ
り
は
新
し
い
価
値
観
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
て
人
々
の
前

に
立
ち
現
れ
た
。
仏
教
に
関
し
て
言
え
ば
、
近
世
期
の
寺
院
で
は
人
々
の
教
化
よ
り
は
、

キ
リ
ス
ト
教
を
排
斥
す
る
た
め
に
宗
門
改
、
す
な
わ
ち
今
で
い
う
戸
籍
管
理
の
役
割
を

担
っ
て
い
た
。
明
治
に
な
り
、
西
洋
の
哲
学
を
受
容
し
、
新
た
な
「
宗
教
」
と
い
う
概

念
で
人
々
の
前
に
再
編
成
さ
れ
た）

22
（

。
明
治
期
の
浄
瑠
璃
は
そ
の
よ
う
な
時
代
の
機
運
を

敏
感
に
く
み
取
っ
て
新
作
を
生
み
出
し
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
新
進
の
彦
六
座
が

そ
れ
を
劇
化
し
た
点
に
も
留
意
し
た
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
二
十
年
代
の
文
楽
は
、
演
出
に
お
い
て
も
、
宗
教
観
に
お
い
て

も
、
現
代
の
我
々
と
は
異
な
る
。
こ
れ
ら
の
価
値
観
を
補
い
な
が
ら
作
品
に
向
き
合
う

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。



（　　）18

で
を
記
す
。
落
剥
し
た
母
が
淀
川
の
乗
合
船
で
良
弁
の
出
生
譚
を
聞
い
て
、
も
し
や
と

東
大
寺
を
尋
ね
る
逸
話
も
記
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
、
良
弁
の
業
績
は
、
仏
教
界
だ
け
で
は
な
く
、
大
人
や
子
ど
も
の
読
み
物
に

も
収
録
さ
れ
る
。
奈
良
時
代
の
高
僧
良
弁
は
、
仏
教
説
話
の
偉
人
で
は
な
く
、
人
々
の

身
近
な
偉
人
へ
と
変
貌
を
と
げ
る）

28
（

。
戦
後
教
育
に
お
い
て
は
特
定
の
宗
教
を
と
り
あ
げ

な
い
方
向
に
な
っ
た
た
め
、
仏
教
者
の
逸
話
に
触
れ
る
機
会
が
極
端
に
減
っ
て
い
る）

29
（

。

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
現
代
か
ら
は
想
像
も
つ
か
な
い
ほ
ど
、
良
弁
は
身
近
な
偉
人

で
あ
っ
た
の
だ
。

四
、
現
代
の
観
客
に
応
え
て
き
た
も
の

　

「
良
弁
杉
由
来
」
の
初
演
、
再
演
を
た
ど
っ
て
み
る
と
、
当
時
の
人
々
に
は
当
た
り

前
の
こ
と
で
も
、
現
代
の
我
々
に
は
説
明
が
な
け
れ
ば
知
り
得
な
い
社
会
状
況
が
見
え

て
く
る
。
そ
の
社
会
状
況
が
、
本
作
の
人
気
を
支
え
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、
社

会
状
況
が
変
わ
っ
た
戦
後
に
お
い
て
も
、
本
作
は
再
演
を
重
ね
レ
パ
ー
ト
リ
ー
化
し
た
。

江
戸
期
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
と
い
く
つ
も
の
新
作
が
う
ま
れ
な
が
ら
多
く
が
淘
汰
さ

れ
た
中
、
新
し
い
時
代
の
観
客
は
本
作
に
ど
の
よ
う
な
人
と
し
て
通
底
す
る
も
の
を
見

い
だ
し
て
き
た
の
か
。
そ
し
て
、
評
論
家
を
落
胆
さ
せ
て
き
た
の
か
。

　

仏
教
の
近
代
化
、
巡
礼
の
近
代
化
な
ど
の
文
化
変
容
と
同
じ
く
、
舞
台
芸
術
の
評
価

の
基
準
に
も
近
代
化
は
あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
、
演
劇
に
お
け
る
近
代
化
は
戯
曲
の
改
良
、

近
代
化
に
目
を
向
け
て
き
た
が
、
舞
台
芸
術
が
作
り
手
と
観
客
の
双
方
の
共
振
の
中
で

作
品
を
完
成
さ
せ
る
芸
術
で
あ
る
以
上
、
作
品
を
ど
う
観
る
か
と
い
う
観
客
側
の
視
点

か
ら
の
分
析
も
重
要
で
あ
ろ
う
。

　

坪
内
逍
遥
は
、
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
作
品
と
近
松
の
作
品
を
比
較
し
て
、
シ
ェ
イ
ク

ス
ピ
ア
は
個
々
の
登
場
人
物
の
性
格
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
、
近
松
は
類
型
的
に
描
い
て
い

る
と
指
摘
し
た）
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近
世
期
に
生
ま
れ
た
作
品
は
、
類
型
的
な
人
物
表
現
の
中
に
観
客
の

共
感
を
引
き
出
す
豊
か
な
表
現
を
磨
き
上
げ
て
き
た
。
そ
の
こ
と
は
、
浄
瑠
璃
太
夫
の

芸
論
に
も
み
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
で
も
そ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
、
成
年
男
子
の
人

形
浄
瑠
璃
太
夫
が
子
ど
も
の
声
を
発
す
る
と
き
は
、
高
音
で
平
板
な
発
声
方
法
を
す
る
。

競
争
」
を
開
催
し
た
こ
と
を
紹
介
し
、
新
し
い
時
代
の
巡
礼
へ
の
変
容
を
明
ら
か
に
し

た
。
注
目
す
べ
き
は
、
こ
の
巡
礼
の
背
景
に
日
露
戦
争
が
あ
る
こ
と
だ
。
出
征
兵
士
の

家
族
が
安
全
を
祈
念
し
て
「
千
社
札
」
を
貼
付
な
が
ら
巡
礼
を
行
っ
て
い
た
。
江
戸
時

代
の
平
和
で
豊
か
な
時
代
の
巡
礼
と
は
異
な
る
、
大
量
の
死
者
を
出
す
近
代
戦
争
と
の

関
係
が
浮
か
び
上
が
る
。
現
代
も
三
十
三
所
巡
り
は
、
日
本
最
古
の
巡
礼
路
で
あ
る
西

国
三
十
三
所
が
平
成
三
十
年
に
草
創
一
三
〇
〇
年
を
迎
え
る
の
を
記
念
し
、
パ
ワ
ー
ス

ポ
ッ
ト
ブ
ー
ム
と
相
ま
っ
て
、
若
い
世
代
に
も
広
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、「
良
弁
杉

由
来
」
が
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
と
し
て
上
演
さ
れ
て
い
た
頃
に
は
、
江
戸
時
代
と
も

現
代
と
も
異
な
る
思
い
で
人
々
は
西
国
三
十
三
所
の
物
語
に
向
き
合
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。

「
良
弁
杉
由
来
」
単
独
化
と
東
大
寺
の
明
治
の
大
修
理

　

明
治
期
を
通
し
て
、
彦
六
座
、
あ
る
い
は
、
彦
六
座
が
解
散
し
た
あ
と
も
、
非
文
楽

系
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
占
め
て
上
演
さ
れ
て
き
た
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
を
、
大
正

期
に
文
楽
系
も
上
演
す
る
よ
う
に
な
り
、
大
正
十
四
年
か
ら
は
良
弁
の
物
語
は
西
国
三

十
三
所
の
巡
礼
と
は
関
係
な
く
独
立
し
て
上
演
す
る
よ
う
に
な
る
。「
良
弁
杉
由
来
」

の
誕
生
で
あ
る
。
単
独
公
演
が
定
着
し
て
ゆ
く
背
景
に
は
、
昭
和
初
期
か
ら
文
楽
の
興

業
の
様
式
が
、
長
編
戯
曲
の
通
し
公
演
か
ら
、
名
場
面
を
並
べ
た
見
取
公
演
へ
と
な
っ

た
こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う）

26
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。
ま
た
、「
三
拾
三
所
花
野
山
」
の
い
く
つ
か
の
霊
験
譚
の
中

か
ら
、
良
弁
の
物
語
が
選
ば
れ
た
の
は
、
東
大
寺
の
修
復
と
復
興
に
と
も
な
う
、
良
弁

の
業
績
へ
の
関
心
の
高
ま
り
も
関
わ
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

　

岡
倉
天
心
ら
に
よ
っ
て
荒
廃
す
る
文
化
財
の
保
護
の
た
め
の
古
社
寺
保
護
法
が
施
行

さ
れ
る
の
が
明
治
三
十
年
。
東
大
寺
の
法
華
堂
が
明
治
三
十
三
年
に
修
復
さ
れ
、
大
仏

殿
の
修
復
も
日
露
戦
争
が
終
戦
を
迎
え
た
明
治
三
十
九
年
か
ら
本
格
化
し
、
大
正
四
年

に
大
仏
殿
落
慶
供
養
が
営
ま
れ
る
。
こ
の
間
の
明
治
四
十
二
年
に
東
大
寺
の
稲
垣
晋
清

師
が
『
良
辨
僧
正
御
伝
記
』
を
著
す）

27
（

。
東
京
の
大
山
開
山
講
の
良
弁
の
信
者
の
所
望
に

よ
っ
て
著
し
た
と
あ
り
、
あ
る
い
は
大
仏
殿
修
復
の
勧
進
の
意
味
合
い
も
あ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
良
弁
僧
正
の
誕
生
か
ら
、
聖
武
天
皇
の
命
を
受
け
て
東
大
寺
建
立
に
奔
走

し
た
こ
と
、
西
国
三
十
三
所
の
十
三
番
札
所
の
石
山
寺
の
建
立
な
ど
、
入
滅
に
至
る
ま
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を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、「
良
弁
杉
由
来
」
に
関
し
て
は
、
既
に
述
べ

た
よ
う
に
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
と
い
う
霊
験
譚
を
い
く
つ
か
組
み
合
わ
せ
た
オ
ム
ニ

バ
ス
方
式
で
上
演
さ
れ
た
短
編
で
、
良
弁
と
そ
の
母
が
歩
ん
だ
三
十
年
間
は
描
か
れ
な

い
。
既
に
明
治
三
十
九
年
の
劇
評
で
、
オ
ム
ニ
バ
ス
形
式
で
あ
る
故
に
「
駄
作
否
悪

作
」
と
し
て
、
文
楽
が
進
歩
し
よ
う
と
す
る
時
期
に
適
し
な
い
と
指
摘
す
る）

33
（

。
文
楽
の

批
評
に
も
、
明
治
三
十
年
代
後
半
に
な
る
と
、
西
洋
近
代
の
文
芸
批
評
の
視
点
が
み
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
。「
良
弁
杉
由
来
」
は
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
の
一
部
分
で
あ
る
限

り
、
戯
曲
の
構
造
に
深
み
を
与
え
る
の
が
難
し
い
作
品
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
「
良
弁
杉
由
来
」
で
あ
っ
て
も
、
近
代
を
無
意
識
の
う
ち
に
内
包
し
て

い
た
点
が
二
つ
あ
る
と
思
う
。

　

一
つ
は
「
桜
の
宮
物
狂
い
の
段
」
で
あ
る
。
鷲
に
子
ど
も
を
さ
ら
わ
れ
親
が
狂
乱
す

る
場
面
は
、
浄
瑠
璃
作
品
の
先
行
作
『
花
衣
い
ろ
は
縁
起
』
に
も
あ
る
。
両
作
の
違
い

は
、
正
気
に
戻
る
場
面
で
あ
る
。『
花
衣
い
ろ
は
縁
起
』
は
、
狂
乱
し
た
父
親
は
、
自

分
が
出
奔
し
て
い
る
間
に
、
跡
継
ぎ
で
あ
る
兄
が
殺
害
さ
れ
て
家
は
崩
壊
し
、
家
臣
も

入
水
自
殺
を
し
た
こ
と
を
き
い
た
の
を
き
っ
か
け
に
我
に
返
る
。
一
方
、「
桜
の
宮
物

狂
い
」
は
、
水
面
に
映
っ
た
自
分
の
老
い
た
姿
に
、
は
っ
と
正
気
に
戻
り
、
狂
乱
の
三

十
年
の
年
月
を
内
省
す
る）
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ま
た
、
団
平
の
曲
調
も
内
面
の
表
現
を
支
え
る
。
そ
の
技
術
を
、『
道
八
芸
談
』
で

は
、「
足
取
り
」
と
い
う
専
門
用
語
で
説
明
す
る
。
鶴
沢
道
八
は
、「
足
取
り
」
を
世
話

物
、
時
代
物
を
区
分
け
し
て
弾
く
こ
と
、
文
章
の
情
景
や
情
趣
の
違
い
を
弾
き
分
け
る

技
術
と
し
て
い
る
。
同
じ
振
袖
の
娘
の
表
現
で
も
、
町
人
と
武
将
の
娘
、
一
国
の
領
主

の
娘
を
団
平
は
弾
き
分
け
た
と
語
る）
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。
ま
た
、
七
世
鶴
沢
寛
治
（
一
九
二
八
〜
二
〇
一

八
）
は
、
団
平
の
芸
風
を
平
成
に
入
っ
て
も
な
お
継
承
す
る
数
少
な
い
三
味
線
で
あ
っ

た
が
、
彦
六
系
の
特
色
に
つ
い
て
、「
一
言
で
申
し
上
げ
て
、「
模
様
を
大
切
に
す
る
」

と
い
う
こ
と
に
つ
き
ま
す
」
と
し
、
そ
の
例
と
し
て
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
の
刃
傷
の
場
面

の
冒
頭
で
、
殿
中
で
能
が
演
じ
ら
れ
る
様
を
、「
文
楽
系
で
は
太
鼓
の
音
だ
け
を
表
現

し
て
、
あ
と
は
浄
瑠
璃
で
進
行
し
ま
す
。
し
か
し
、
彦
六
系
は
松
の
廊
下
を
大
名
た
ち

が
大
勢
行
き
交
っ
て
い
て
向
こ
う
で
能
が
演
じ
ら
れ
て
い
る
、
そ
う
い
っ
た
情
景
を
三

味
線
で
表
し
ま
す
。
登
場
人
物
の
位
ど
り
、
そ
の
場
の
雰
囲
気
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、

身
分
の
高
低
、
男
女
差
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
子
ど
も
の
声
と
い
う
類
型
の
中
の
差
異

で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
個
性
に
目
を
向
け
る
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

文
楽
に
限
ら
ず
、
歌
舞
伎
も
立
役
、
女
形
、
敵
役
と
い
っ
た
役
柄
と
い
う
類
型
を
踏
ま

え
て
演
ず
る
。
さ
ら
に
広
げ
る
な
ら
ば
、
能
も
、
神
、
男
、
女
、
老
人
と
い
う
世
阿
弥

の
芸
論
以
来
の
形
を
踏
ま
え
て
表
現
し
、
観
客
も
そ
れ
を
前
提
に
観
る
。

　

ま
た
、
作
品
内
容
に
関
し
て
は
、
近
世
期
に
お
い
て
は
、「
神
儒
仏
」
に
通
じ
る
こ

と
を
作
品
の
価
値
意
識
に
お
い
て
き
た
。
十
八
世
紀
初
頭
に
活
躍
し
た
近
松
門
左
衛
門

は
、
作
品
の
多
く
が
江
戸
期
に
お
い
て
再
演
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
江
戸
期
を
通
し
て
「
作
者
の
氏
神
」
と
し
て
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
評
価
が
「
神
儒

仏
」
に
通
じ
た
作
品
と
の
指
摘
で
あ
る）
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こ
の
よ
う
な
評
価
基
準
は
、
演
劇
作
品
に
対

す
る
評
価
だ
け
で
は
な
く
、
江
戸
期
を
通
し
た
価
値
意
識
で
あ
る
こ
と
は
、『
徒
然
草
』

の
作
者
で
あ
る
兼
好
法
師
へ
の
評
価
に
も
み
ら
れ
る）

32
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こ
の
よ
う
な
作
品
の
評
価
基
準
や
、
類
型
的
な
人
物
把
握
が
、
個
の
内
面
へ
と
転
換

す
る
の
は
、
近
代
に
入
っ
て
西
欧
文
化
か
ら
受
容
し
た
も
の
だ
。
そ
れ
が
隅
々
ま
で
自

覚
的
に
浸
透
す
る
の
は
い
つ
頃
か
を
証
明
す
る
の
は
難
し
い
。
戦
後
、
昭
和
二
十
一
年

に
教
育
勅
語
を
凍
結
し
、
社
会
科
の
地
理
、
歴
史
の
復
活
を
経
て
、
昭
和
三
十
三
年
に

道
徳
教
育
が
特
設
さ
れ
た
時
の
小
学
校
の
学
習
指
導
要
領
の
教
育
目
標
の
三
項
は
「
３
．

個
性
の
伸
長
を
助
け
，
創
造
的
な
生
活
態
度
を
確
立
す
る
よ
う
に
導
く
」
と
あ
る
。
戦

前
の
知
識
層
の
意
識
は
、
戦
後
に
な
っ
て
よ
り
広
く
深
く
浸
透
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

戦
後
の
観
客
は
、
近
世
期
の
よ
う
な
年
齢
や
身
分
と
い
う
類
型
で
人
物
を
把
握
す
る
こ

と
は
、
も
う
で
き
な
い
。
伝
統
演
劇
の
表
現
の
技
術
は
伝
承
さ
れ
て
も
、
鑑
賞
の
視
点

は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
に
、
近
世
、
近
代
初
期
の
作
品
の
う
ち
、
類
型
的
な
個
の
描
写
の
中
に
、
現

代
人
に
も
共
感
し
う
る
個
の
葛
藤
が
描
か
れ
る
作
品
を
評
価
し
て
き
た
。
そ
れ
を
可
能

な
ら
し
め
て
い
る
の
は
、
人
形
浄
瑠
璃
が
基
本
的
に
長
編
戯
曲
だ
か
ら
で
あ
る
。
前
章

で
触
れ
た
よ
う
に
、
昭
和
に
な
っ
て
長
編
戯
曲
を
通
し
て
上
演
せ
ず
に
、
名
場
面
の
見

取
り
上
演
と
な
る
が
、
観
客
は
、
名
場
面
の
前
に
お
き
た
事
件
や
登
場
人
物
を
と
り
ま

く
状
況
を
踏
ま
え
て
（
い
る
こ
と
を
前
提
に
）、
作
品
に
向
き
合
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

類
型
的
な
登
場
人
物
の
苦
悩
や
葛
藤
の
中
に
、
現
代
人
に
も
人
と
し
て
通
底
す
る
も
の
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と
こ
ろ
が
、
越
路
の
語
る
、
血
の
し
た
た
る
よ
う
な
人
間
良
弁
を
前
に
、
居
眠
り

ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
。
血
の
し
た
た
る
「
二
月
堂
」
が
佳
品
で
あ
り
う
る
か
、

よ
り
も
、
こ
の
駄
作
を
、
知
性
派
の
越
路
が
、
血
の
し
た
た
る
よ
う
に
聞
か
せ
え
た

こ
と
に
感
嘆
し
た
。
今
こ
そ
越
路
で
「
道
明
寺
」
を
聞
き
た
く
な
っ
た
。
従
来
越
路

の
「
道
明
寺
」
に
は
、
神
話
的
ス
ケ
ー
ル
と
品
格
が
乏
し
く
「
子
鳥
が
泣
け
ば
親
鳥

も
」
で
涙
声
を
聞
か
せ
る
な
ど
、
普
段
冷
静
で
あ
る
だ
け
、
大
曲
意
識
に
捉
わ
れ
て

表
現
が
生
な
、
甘
い
も
の
と
な
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
「
二
月
堂
」
に
し
て

も
、「（
親
子
の
恩
愛
）
さ
こ
そ
あ
ら
ん
…
よ
そ
に
な
聞
き
そ
い
た
ま
し
や
」
の
あ
た

り
、
通
俗
な
感
傷
に
落
ち
込
む
危
険
と
紙
一
重
の
と
こ
ろ
で
、
今
回
は
ピ
タ
リ
と
止

み
留
ま
り
、
端
正
さ
を
保
持
し
え
た
の
で
あ
っ
て
、
山
城
少
掾
と
は
別
の
、
人
間
菅

丞
相
を
、
今
こ
そ
越
路
大
夫
で
聴
き
た
い
と
思
わ
せ
た
所
以
で
あ
る）
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類
型
的
な
語
り
な
ら
ば
、
高
僧
の
良
弁
の
品
格
を
保
ち
な
が
ら
、
親
子
の
再
会
を
涙

な
が
ら
に
語
り
観
客
の
涙
を
さ
そ
う
。
現
代
に
お
い
て
、
本
作
の
見
所
、
聞
き
所
を
、

証
拠
と
な
る
錦
の
守
り
を
見
せ
た
あ
と
に
母
が
「
そ
ん
な
ら
あ
な
た
が
」
と
絶
句
し
、

良
弁
が
「
そ
も
じ
が
」
と
見
合
わ
す
母
子
再
会
の
場
面
を
あ
げ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か

し
明
治
後
期
の
新
し
い
近
代
文
学
批
評
を
意
識
し
た
劇
評
で
は
、
そ
の
場
面
よ
り
は
、

良
弁
の
内
省
の
部
分
の
慟
哭
に
注
目
し
て
い
た
。
内
山
先
生
の
批
評
も
、
こ
れ
ま
で
親

子
の
恩
愛
で
感
傷
的
に
な
り
が
ち
だ
っ
た
越
路
大
夫
が
踏
み
と
ど
ま
り
、
人
間
良
弁
を

「
血
の
し
た
た
る
よ
う
に
」
語
っ
た
点
を
評
価
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
内
山
先
生
が

「
道
明
寺
」
を
例
と
し
て
あ
げ
た
の
は
、「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
で
品
格
を
も
っ
て
表

現
す
る
菅
原
道
真
が
娘
と
別
れ
る
場
面
で
感
傷
的
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
六

十
三
年
の
良
弁
の
表
現
を
四
世
越
路
大
夫
が
感
得
し
た
な
ら
ば
、「
道
明
寺
」
の
道
真

も
新
境
地
を
拓
く
で
あ
ろ
う
と
期
待
す
る
。
つ
ま
り
、「
良
弁
杉
由
来
」
で
近
代
人
の

感
性
に
訴
え
る
の
は
、
親
子
の
涙
な
が
ら
の
再
会
と
い
う
類
型
的
演
出
を
突
破
し
、
高

僧
の
品
格
を
保
ち
な
が
ら
一
個
の
人
間
と
し
て
内
省
す
る
場
面
で
あ
ろ
う
。

　

明
治
二
十
年
「
三
拾
三
所
花
野
山
」
の
良
弁
杉
の
段
を
語
っ
た
の
は
、
彦
六
座
の
金

主
で
も
あ
る
柳
適
太
夫
で
あ
る
。
柳
適
太
夫
の
芸
風
は
、
灘
の
酒
屋
の
主
に
ふ
さ
わ
し

い
品
格
に
あ
っ
た
。
彦
六
座
の
開
場
公
演
「
菅
原
伝
授
手
習
鑑
」
で
「
道
明
寺
」
を
語

よ
く
考
え
ら
れ
て
手
が
付
い
て
い
ま
す
。」）

36
（

と
説
明
す
る
。
団
平
の
三
味
線
の
、
登
場

人
物
を
理
解
し
、
雰
囲
気
を
解
釈
す
る
表
現
は
、
明
治
の
ご
く
初
期
な
ら
ば
、
お
そ
ら

く
、
類
型
的
な
表
現
で
あ
ろ
う
と
お
も
わ
れ
る
が
、
こ
の
技
術
が
近
代
へ
の
接
続
点
に

な
る
の
だ
。
近
代
が
、
個
人
の
内
面
に
分
け
入
ろ
う
と
す
る
時
に
応
え
得
る
表
現
を
、

団
平
の
三
味
線
は
有
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

も
う
一
つ
の
近
代
性
は
、
良
弁
と
い
う
高
僧
ゆ
え
に
抱
え
る
苦
悩
で
、
高
僧
の
徳
の

高
さ
と
涙
の
母
子
再
会
と
い
う
類
型
的
な
表
現
に
と
ど
ま
ら
な
い
点
で
あ
る
。
良
弁
は
、

実
母
が
乞
食
同
然
で
三
十
年
も
さ
ま
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
、
自
ら
は
幼
少
時

に
宮
中
で
養
わ
れ
、
修
行
を
重
ね
、
徳
を
積
ん
だ
最
高
位
の
僧
侶
と
な
っ
て
い
た
。
そ

し
て
、
大
僧
正
に
あ
り
な
が
ら
自
ら
の
母
に
は
十
分
な
孝
養
を
尽
く
さ
ず
に
、
そ
の
地

位
に
い
る
こ
と
を
顧
み
る
。
こ
の
場
面
は
、
明
治
三
十
九
年
、
明
治
四
十
二
年
の
再
演

で
も
本
作
の
優
れ
た
点
と
し
て
評
さ
れ
て
い
る）

37
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こ
れ
を
磨
き
上
げ
た
の
が
、
昭
和
の

名
人
山
城
少
掾
（
古
靱
太
夫
）
で
あ
る
。「
良
弁
杉
由
来
」
を
独
立
演
目
と
し
て
度
々

取
り
上
げ
、
昭
和
三
十
四
年
の
自
身
の
引
退
興
行
に
も
本
作
を
選
ん
だ
。
山
城
少
掾
の

芸
風
は
、
語
り
の
技
術
の
み
な
ら
ず
、
近
代
人
と
し
て
理
知
的
な
作
品
解
釈
と
心
理
描

写
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
劇
評
家
渡
辺
保
氏
も
、
引
退
興
行
の
山
城
少
掾
に
よ
る
良
弁
と
母
と
の
再

会
の
「
二
月
堂
」
は
つ
ま
ら
な
か
っ
た
と
落
胆
す
る
。
神
話
を
信
じ
な
い
近
代
に
お
い

て
、
た
だ
の
言
い
伝
え
の
域
を
出
な
か
っ
た
と
渡
辺
は
分
析
す
る）

38
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「
三
拾
三
所
花
野
山
」
が
初
演
さ
れ
た
頃
の
彦
六
座
の
斬
新
さ
は
、
人
形
浄
瑠
璃
が
同

時
代
演
劇
と
し
て
命
を
保
っ
て
い
た
時
の
も
の
で
、
戦
後
の
古
典
芸
能
の
継
承
と
保
存

の
中
で
は
そ
の
試
み
を
観
客
と
共
有
す
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
、
近
代
仏
教
に
ま
つ
わ

る
出
来
事
が
き
わ
め
て
重
要
な
社
会
現
象
と
し
て
観
客
の
関
心
事
に
な
っ
て
い
た
時
代

と
も
同
じ
価
値
観
を
現
代
は
共
有
す
る
の
は
難
し
い
。
そ
の
中
で
、
高
僧
良
弁
の
苦
悩

を
共
有
す
る
の
は
不
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
三
年
、
国
立
文
楽
劇
場
で
四
代
目
越
路
太
夫
が
二
月
堂

を
上
演
し
た
時
の
内
山
美
樹
子
氏
は
、
駄
作
だ
と
期
待
し
て
い
な
か
っ
た
二
月
堂
に
も

み
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
と
評
す
る
。
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上
の
ヅ
レ
か
ら
来
る
芸
術
的
苦
悶
、
大
体
こ
れ
ら
の
点
に
そ
の
特
質
を
求
め
ら
れ
て
よ

い
」）
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武
智
が
い
う
象
徴
主
義
と
は
伝
統
演
劇
の
表
現
手
法
で
あ
る
。
こ
の
中
に
探
り
当
て

る
リ
ア
リ
テ
ィ
が
、
観
客
と
表
現
者
と
共
有
す
る
、
人
と
し
て
通
底
す
る
も
の
で
あ
る
。

時
代
が
激
し
く
変
革
す
る
明
治
か
ら
現
代
に
い
た
る
一
五
〇
年
の
歴
史
は
、
ま
さ
に
そ

れ
を
探
り
当
て
よ
う
と
苦
悶
し
て
き
た
歴
史
で
あ
る
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス
に
目
を
向
け
る

こ
と
こ
そ
、
一
五
〇
年
メ
モ
リ
ア
ル
の
公
演
の
意
味
で
あ
る
。

注（
１
）
武
智
鉄
二
「
仙
糸
礼
讃
―
文
楽
座
十
五
年
十
月
興
行
―
」『
か
り
の
翅 : 

武
智

鉄
二
劇
評
集
』
一
九
四
一
年
、
千
歳
書
房
、
五
五
六
〜
五
五
七
頁
。

　
　

内
容
の
な
い
浄
瑠
璃
ほ
ど
詰
ま
ら
な
い
も
の
は
な
い
。
こ
の
一
段
を
語
る
こ
と
は
、

古
靱
に
取
っ
て
、
芸
術
的
に
は
、
全
く
無
駄
な
一
カ
月
の
空
費
を
意
味
す
る
に
過

ぎ
な
い
。
今
日
限
り
封
じ
物
と
し
て
欲
し
い
。
劇
的
内
容
の
高
さ
を
問
題
外
と
し

て
、
玄
人
的
自
己
満
足
に
終
わ
る
よ
う
な
、
非
人
間
浄
瑠
璃
は
、
柱
の
な
い
建
物

の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
に
他
な
ら
な
い
。
ノ
ー
ト
も
取
っ
て
あ
る
が
、
敢
え
て
批

評
し
な
い
。
内
容
的
に
い
っ
て
批
評
す
る
価
値
す
ら
な
い
。
二
度
聞
い
た
が
、
二

度
目
は
ノ
ー
ト
を
取
ら
な
か
っ
た
ら
、
古
靱
清
六
の
演
奏
の
音
楽
的
効
果
に
動
か

さ
れ
て
居
眠
り
を
し
た
。
居
眠
り
の
出
来
る
よ
う
な
語
り
口
が
最
も
よ
い
よ
う
な

浄
瑠
璃
は
語
ら
な
い
に
及
ば
な
い
。
要
す
る
に
「
良
弁
杉
由
来
」
は
「
桜
の
宮
」

の
一
部
を
除
い
て
廃
曲
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　

内
山
美
樹
子
先
生
「
一
九
八
八
年
の
文
楽
」『
演
劇
年
報
』
一
九
九
八
年
（
引
用

は
、
内
山
美
樹
子
先
生
『
文
楽　

二
十
世
紀
後
期
の
輝
き　

劇
評
と
文
楽
考
』
二

〇
一
〇
年
二
月
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
所
収
、
三
五
二
頁
）。
昭
和
六
十
三
年
、

四
世
竹
本
越
路
太
夫
の
引
退
の
前
年
の
「
二
月
堂
」
の
劇
評
。
前
項
の
武
智
鉄
二

の
劇
評
を
引
用
し
て
、
四
世
越
路
大
夫
「
二
月
堂
」
を
評
し
て
、
次
の
よ
う
に

「
良
弁
杉
由
来
」
を
位
置
づ
け
る
。

　
　
　

半
世
紀
前
の
山
城
少
掾
（
古
靱
）、
清
六
「
二
月
堂
」
評
。
武
智
鉄
二
氏
の
文

章
が
、
何
と
新
し
く
、
今
日
で
も
説
得
力
を
持
つ
こ
と
か
。
全
く
「
団
平
流
に

っ
た
の
も
柳
適
太
夫
だ
っ
た
。
人
形
遣
い
と
し
て
入
門
し
た
ば
か
り
の
吉
田
栄
三
が

「
本
当
の
旦
那
衆
の
芸
」
で
あ
っ
た
と
述
懐
し
て
い
る）

40
（

。

　

明
治
初
期
の
柳
適
太
夫
が
語
っ
た
旦
那
衆
の
芸
の
良
弁
の
品
格
を
出
発
点
と
し
て
、

近
代
文
学
批
評
が
文
楽
の
劇
評
に
及
ぶ
明
治
後
期
の
品
格
、
太
夫
自
身
が
理
知
的
に
戯

曲
を
理
解
し
語
る
昭
和
の
名
人
山
城
少
掾
の
品
格
、
山
城
の
芸
を
継
承
し
な
が
ら
昭
和

最
後
の
「
良
弁
杉
由
来
」
で
独
自
の
境
地
に
達
し
た
越
路
の
品
格
。
い
ず
れ
も
が
形
骸

化
し
た
芸
の
伝
承
で
は
な
い
と
こ
ろ
で
近
代
の
観
客
の
心
を
捉
え
て
き
た
の
で
あ
る
。

古
典
が
現
代
に
生
き
抜
く
た
め
に

　

明
治
の
新
作
は
、
劇
評
は
あ
る
が
、
研
究
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
駄
作
と
評
さ
れ

る
戯
曲
に
研
究
の
価
値
が
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
明
治
の
新
作
が
明
治
、
大

正
、
昭
和
を
経
て
現
在
に
い
た
る
ま
で
観
客
に
支
持
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

現
代
の
批
評
家
に
よ
っ
て
何
故
駄
作
と
評
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る

の
が
本
稿
の
目
的
で
あ
っ
た
。

　

近
代
的
な
文
学
批
評
に
基
づ
い
た
劇
評
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
戯
曲
で
な
け
れ
ば
、

駄
作
と
し
て
遠
ざ
け
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
や
が
て
レ
パ
ー
ト
リ
ー
か
ら
姿
を
消
し
廃

曲
と
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
新
作
が
生
ま
れ
、
再
演
を
繰
り
返
し
た
当
時

の
社
会
や
文
化
の
状
況
に
目
を
転
じ
る
と
、
作
品
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
の
要
請
が

あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
当
時
と
同
じ
社
会
状
況
を
共
有
で
き
な
い
現
代
の
我
々
に
、
人
と
し
て
通

底
す
る
も
の
を
見
い
だ
す
に
は
、
明
治
百
五
十
年
と
い
う
メ
モ
リ
ア
ル
な
理
由
だ
け
で

は
、
駄
作
の
誹
り
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
難
し
い
。

　

現
代
と
は
異
な
る
社
会
背
景
を
も
っ
た
作
品
を
、
江
戸
時
代
の
技
法
を
用
い
て
、

「
現
代
」
の
観
客
に
上
演
す
る
す
る
人
形
浄
瑠
璃
文
楽
の
難
し
さ
に
つ
い
て
、
武
智
鉄

二
は
、
豊
澤
団
平
と
、
彦
六
座
の
取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
「
団
平
の
主
張
は
、
形
の
上
か
ら
三
弦
の
内
容
に
入
込
む
こ
と
、
そ
の
意
味
に
於
け

る
三
弦
の
表
現
上
の
近
代
化
、
太
夫
に
よ
っ
て
は
写
実
主
義
の
採
用
、
そ
れ
を
形
式
の

方
面
か
ら
制
約
す
る
浄
瑠
璃
の
風
の
完
成
、
結
果
的
に
は
象
徴
主
義
を
通
じ
て
の
或
る

意
味
で
の
正
し
い
リ
ア
リ
ズ
ム
芸
術
の
樹
立
、
而
も
リ
ア
リ
ズ
ム
と
義
太
夫
と
の
形
式



（　　）22

（
６
）
前
掲
、
注
２
。
他
に
、
馬
場
憲
二
「
豊
澤
段
平
・
加
古
千
賀
夫
妻　

浄
瑠
璃

『
壺
坂
霊
験
記
』」『
関
西
黎
明
期
の
群
像
』
二
〇
〇
〇
年
、
和
泉
書
院
。「
壺
坂
観

音
霊
験
記
」
の
詳
細
な
上
演
記
録
が
記
さ
れ
、「
良
弁
杉
由
来
」
の
再
演
状
況
も

た
ど
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）
石
割
松
太
郎
『
人
形
芝
居
の
研
究
』
昭
和
八
年
、
更
正
閣
、
一
三
七
頁
。
な
お
、

作
者
の
「
玉
龍
舎
定
一
」
が
誰
か
は
特
定
で
き
な
い
。『
義
太
夫
年
表　

明
治
編
』

で
は
、
宇
田
川
文
海
の
関
与
を
指
摘
す
る
。

（
８
）「
良
弁
杉
由
来
」
の
初
演
と
し
て
は
、
明
治
二
十
年
「
観
音
霊
験
記　

三
拾
三

所
花
野
山
」
で
あ
る
。
な
お
『
三
拾
三
所
花
野
山
』
の
上
演
史
と
し
て
は
、
後
に

ま
で
継
承
さ
れ
る
壷
阪
寺
、
中
山
寺
、
谷
汲
寺
等
の
霊
験
を
含
む
明
治
十
二
年

「
西
国
三
拾
三
所　

観
音
霊
場
記
」
を
初
演
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
人
形
遣
い

吉
田
栄
三
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
五
）
の
芸
談
で
は
「
明
治
十
二
年
の
秋
こ
ろ
に
、

当
時
大
江
橋
に
席
が
あ
つ
て
、
其
処
で
出
た
の
が
抑
の
最
初
」（「
彦
六
座
時
代
」

吉
田
栄
三
述
、
鴻
池
幸
武
編
『
吉
田
栄
三
自
伝
』
昭
和
十
三
年
、
相
模
書
房
。
二

十
八
頁
）
と
あ
り
、
当
時
の
出
演
者
に
は
再
演
の
感
覚
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
９
）
松
本
信
道
「『
東
大
寺
要
録
』
良
弁
伝
に
つ
い
て
」『
駒
沢
史
学
』
二
十
九
巻
、

一
九
八
二
年
三
月
、
三
五
〜
四
五
頁
。

（
10
）『
南
都
名
所
記
』
は
江
戸
中
期
の
安
永
二
年
か
ら
幕
末
の
万
延
二
年
ま
で
版
を

重
ね
る
。『
大
和
名
所
図
会
』
も
江
戸
中
期
の
寛
政
三
年
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『
元
亨
釈
書
』
は
、
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
日
本
の
仏
教
史
。
漢
文
体
で
書
か
れ
て

い
る
が
、
江
戸
時
代
に
注
釈
書
が
出
て
い
る
。

（
11
）
前
掲
、
注
２
。
謡
曲
「
朗
弁
」
は
『
未
刊
謡
曲
集
』
三
、
一
九
六
五
年
、
古
典

文
庫
。
一
三
八
〜
一
四
二
頁
。
母
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
の
経
緯
が
記
さ
れ
た
高
札

が
良
弁
の
目
に
留
ま
る
件
や
、
母
が
落
魄
し
た
姿
を
恥
じ
入
る
場
面
も
あ
る
。
な

お
、
謡
曲
「
朗
弁
」
が
、
浄
瑠
璃
「
花
衣
い
ろ
は
縁
起
」
の
「
わ
し
の
段
」
ほ
ど

流
布
し
て
い
た
か
の
調
査
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
12
）
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
編
集
委
員
会
編
『
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
』
第
六

巻
（
一
九
八
二
年
、
同
朋
舎
出
版
）
に
所
収
。
版
元
は
京
都
、
西
村
九
郎
衛
門
。

解
題
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
に
出
版
さ
れ
、
十
九
年
に
再
版
さ
れ
た
と
あ
る
。

風
と
足
取
り
と
で
固
め
あ
げ
た
一
段
を
、
古
靱
が
忠
実
に
祖
述
し
、
し
か
も
命

懸
け
で
眼
の
色
を
変
え
て
語
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
浄
瑠
璃
と
し
て
の
出
来
上

が
り
は
悪
か
ろ
う
訳
が
な
」
か
っ
た
時
で
す
ら
、
廃
曲
の
提
唱
が
な
さ
れ
て
い

る
の
に
、
山
城
少
掾
（
古
靱
）
に
技
術
的
に
も
気
品
の
上
で
も
及
ば
な
い
越
路

大
夫
が
、
こ
の
外
形
ば
か
り
重
く
長
い
曲
に
体
力
を
す
り
減
ら
し
て
何
の
意
味

が
あ
ろ
う

　
　

ま
た
『
文
楽　

二
十
世
紀
後
期
の
輝
き　

劇
評
と
文
楽
考
』
で
は
「
観
衆
を
楽
し

ま
せ
、
泣
か
せ
て
き
た
実
績
が
、
た
と
え
あ
っ
て
も
、「
本
蔵
下
屋
敷
」
と
か

「
二
月
堂
」
と
か
幕
末
明
治
の
愚
作
は
、
幾
分
か
の
愛
惜
の
念
を
留
め
つ
つ
、
な

る
べ
く
演
目
か
ら
遠
ざ
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
」（
三
六
八
頁
）
と
も
評
す
る
。

　
　

二
〇
一
八
年
九
月
公
演
の
朝
日
新
聞
の
劇
評
（
田
草
川
み
ず
き
氏
）
も
、「
二
月

堂
」
と
「
本
蔵
下
屋
敷
」
の
明
治
の
作
品
を
並
べ
た
午
前
の
部
の
構
成
に
対
し
て
、

近
世
の
古
典
作
品
を
添
え
る
べ
き
だ
と
難
じ
て
い
る
。

（
２
）
郡
司
正
勝
「『
二
月
堂
良
弁
杉
由
来
』
考
」『
南
都
仏
教
』
三
十
一
号
、
昭
和
四

十
八
年
十
二
月
、
五
十
七
〜
六
十
四
ペ
ー
ジ
。

（
３
）
番
付
と
は
、
浄
瑠
璃
太
夫
、
三
味
線
、
人
形
遣
い
の
配
役
表
で
、
場
面
の
名
称

や
登
場
人
物
が
推
測
で
き
る
。
以
下
、
特
に
こ
と
わ
り
が
な
け
れ
ば
、『
義
太
夫

年
表　

近
世
篇
』（
一
九
七
九
〜
一
九
九
〇
年
、
八
木
書
店
）『
義
太
夫
年
表　

明

治
篇
』（
義
太
夫
年
表
刊
行
会
、
昭
和
三
十
二
年
）、『
義
太
夫
年
表　

大
正
篇
』

（
義
太
夫
年
表
（
大
正
篇
）
刊
行
会
、
昭
和
四
十
五
年
）
を
参
照
し
た
。

（
４
）
前
掲
、
注
２
。『
花
衣
い
ろ
は
縁
起
』【
義
太
夫
節
浄
瑠
璃
未
翻
刻
作
品
集
成
39
】

玉
川
大
学
出
版
部
、
鳥
越
文
蔵
監
修
、
義
太
夫
節
正
本
刊
行
会
編　

淵
田
祐
介
が

翻
刻
を
担
当
。
ま
た
、
幕
末
の
土
佐
の
絵
師
、
弘
瀬
金
蔵
（
一
八
一
二
〜
一
八
七

六
年
）
通
称
「
絵
金
」
に
よ
る
「
花
衣
い
ろ
は
縁
起
」
に
は
、
鷲
に
子
ど
も
が
さ

ら
わ
れ
る
場
面
を
描
い
た
も
の
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
５
）
中
村
海
南
子
「
堀
江
座
に
於
け
る
人
形
浄
瑠
璃
素
人
評
」『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
四

十
八
号
、
明
治
三
十
九
年
六
月
。（
引
用
は
、『
国
立
劇
場
上
演
資
料
集
』
六
三
〇
、

二
〇
一
八
年
九
月
、
所
収
三
十
九
〜
四
十
一
頁
）。「『
良
弁
杉
』
の
如
き
は
『
い

ろ
は
縁
起
』
よ
り
抜
粋
せ
し
も
の
と
ぞ
」。
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作
家
三
宅
花
圃
（
一
八
六
八
〜
一
九
四
三
）
の
処
女
作
『
藪
の
鶯
』
が
明
治
二
十

一
年
、
樋
口
一
葉
の
処
女
作
『
闇
桜
』
が
明
治
二
十
五
年
の
発
表
で
あ
る
。

（
16
）
鶴
沢
道
八
著
、
鴻
池
幸
武
編
、
武
智
鉄
二
注
解
『
道
八
芸
談
』（
引
用
は
「
花

も
よ
叢
書
〇
〇
九
」
花
も
よ
編
集
室
、
二
〇
一
六
年
、
一
五
七
頁
）。「
お
客
の
待

遇
そ
の
他
万
事
興
行
の
為
に
な
ら
、
損
と
わ
か
っ
て
い
て
も
用
捨
な
く
金
を
掛
け

る
と
い
う
風
で
し
た
。
杮
葺
落
し
の
と
き
は
、
今
日
で
い
わ
ば
一
つ
の
新
し
い
劇

団
が
生
れ
た
よ
う
な
も
の
で
し
た
か
ら
、
人
形
の
衣
裳
、
小
道
具
は
全
部
新
調
で

あ
っ
た
こ
と
は
勿
論
で
す
が
、
月
々
の
大
道
具
に
と
て
も
金
を
掛
け
ら
れ
た
」。

（
17
）「
彦
六
座
時
代
」
吉
田
栄
三
（
一
八
七
二
〜
一
九
四
五
）
述
、
鴻
池
幸
武
編

『
吉
田
栄
三
自
伝
』
昭
和
十
三
年
、
相
模
書
房
。
二
〇
頁
。

（
18
）
文
楽
に
お
い
て
も
「
玉
藻
前
曦
袂
」
の
ケ
レ
ン
味
の
あ
る
九
変
化
の
早
変
わ
り

の
演
出
を
二
〇
一
五
年
、
国
立
文
楽
劇
場
で
復
活
上
演
し
た
。
こ
の
演
出
に
つ
い

て
、
神
津
武
男
氏
は
、「
淡
路
人
形
座
が
掌
中
の
珠
と
し
て
、
こ
れ
ば
か
り
は
伝

承
を
絶
や
さ
ず
に
き
た
「
化
粧
殺
生
石
」
を
、
そ
の
伝
承
を
捨
て
て
き
た
中
央

（
文
楽
は
明
治
19
年
、
非
文
楽
は
明
治
23
年
を
最
後
と
す
る
）」（「『
玉
藻
前
曦

袂
』
の
国
立
劇
場
に
お
け
る
上
演
史
５
」
二
〇
一
五
七
年
月
二
十
一
日(

火)

）
と
、

明
治
二
〇
年
代
に
、
作
品
の
本
筋
か
ら
逸
脱
す
る
演
出
を
大
阪
の
文
楽
は
遠
ざ
け

た
と
あ
る
。
都
市
部
の
文
楽
に
お
け
る
「
近
代
化
」
の
予
兆
と
も
い
え
る
。
ま
た
、

二
十
一
世
紀
に
な
っ
て
中
央
の
文
楽
で
復
活
す
る
の
は
、
第
四
の
壁
を
崩
す
現
代

劇
の
ト
レ
ン
ド
が
伝
統
演
劇
に
逆
流
し
た
現
象
だ
。

（
19
）
前
掲
、
注
17
、
三
十
頁
、
三
十
七
頁
。
ま
た
、
番
付
の
「
吉
原
品
川
楼
」
で
は

「
西
洋
立
大
道
具
」
を
使
用
す
る
と
記
し
て
い
る
。

（
20
）
廃
仏
毀
釈
に
激
し
く
反
発
し
た
宗
派
の
一
つ
に
、
浄
土
真
宗
が
あ
る
（
臼
井
史

朗
『
神
仏
分
離
の
動
乱
』
二
〇
〇
四
年
、
思
文
閣
出
版
）。
そ
の
一
方
で
、
真
宗

と
明
治
政
府
と
の
結
び
つ
き
の
強
さ
に
つ
い
て
は
葦
津
珍
彦
『
国
家
神
道
と
は
何

だ
っ
た
の
か
』（
昭
和
六
十
二
年
、
神
社
新
報
社
）
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま

た
、
大
富
秀
賢
『
明
治
天
皇
ト
真
宗
』（
大
正
元
年
九
月
刊
）
で
は
、
当
時
の
様

子
が
浄
土
真
宗
側
の
視
点
で
書
か
れ
て
い
る
（
大
富
秀
賢
は
本
文
に
「
わ
が
東
本

願
寺
」「
末
徒
の
わ
れ
わ
れ
」
と
あ
る
の
で
真
宗
の
関
係
者
と
推
測
）。
明
治
天
皇

国
会
図
書
館
に
は
明
治
十
六
年
版
も
あ
り
、
短
い
期
間
に
再
版
を
重
ね
て
い
る
。

真
宗
に
関
連
し
た
人
物
が
制
作
に
関
与
し
て
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

（
13
）
茶
谷
半
次
郎
「
団
平
の
憶
ひ
出　

鶴
澤
道
八
師
に
訊
く
」
の
う
ち
「
団
平
の
節

付
と
近
女
の
作
」『
文
楽
聞
書
』
昭
和
二
十
一
年
、
全
国
書
房
、
七
三
〜
七
四
頁
。

　
　

「
…
…
完
全
に
お
近
さ
ん
の
御
創
作
に
な
り
、
今
も
折
々
舞
台
に
の
ぼ
り
ま
す
も

の
に
「
良
辨
杉
」
が
あ
り
ま
す
。
お
近
さ
ん
は
舞
の
お
嗜
み
も
お
あ
り
に
な
り
ま

し
た
の
で
、「
桜
宮
狂
乱
之
段
」
の
渚
の
方
の
狂
乱
の
振
付
は
、
全
部
御
自
身
で

御
考
案
な
さ
い
ま
し
た
。
初
演
の
時
の
渚
の
方
人
形
は
桐
竹
亀
松
さ
ん
で
、
そ
の

頃
は
振
付
の
相
談
に
足
繁
く
み
え
て
ゐ
ま
し
た
。
…
…
お
近
さ
ん
が
立
つ
て
狂
乱

の
振
を
な
さ
つ
て
ゐ
ら
れ
た
お
姿
が
、
記
憶
に
残
つ
て
ゐ
ま
す
。」（
引
用
者
注
：

「
お
近
」
は
「
お
千
賀
」
の
こ
と
）

　
　

な
お
、
武
智
鉄
二
「
浪
花
女
を
観
て
」（『
か
り
の
翅 : 

武
智
鉄
二
劇
評
集
』、
前

掲
注
１
、
五
六
八
頁
。）
で
、
団
平
の
子
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
、
お
千
賀
が
半

狂
乱
で
さ
が
し
に
行
っ
た
様
子
を
団
平
が
冷
然
と
眺
め
て
、
良
弁
杉
の
狂
乱
の
足

取
り
（
足
取
り
に
つ
い
て
四
章
に
て
詳
述
）
を
工
夫
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

紹
介
し
て
い
る
。

（
14
）
前
掲
、
注
13
『
文
楽
聞
書
』。

　
　

「
お
近
さ
ん
の
御
添
刪
は
、
章
句
の
粉
飾
の
た
め
で
は
な
く
、
団し

し
ょ
う平
が
作
曲
な
さ

り
よ
い
や
う
に
と
い
ふ
と
こ
ろ
に
御
標
準
が
お
あ
り
に
な
つ
た
の
で
す
。
お
近
さ

ん
は
、
そ
の
辺
の
呼
吸
を
よ
く
呑
み
込
ん
で
ゐ
ら
れ
た
や
う
で
す
。」

（
15
）
演
劇
改
良
会
趣
意
書
の
第
二
項
に
「
演
劇
脚
本
の
著
作
を
し
て
栄
誉
あ
る
業
た

ら
し
む
る
事
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
治
十
九
年
八
月
七
日
に
読
売
新
聞
な
ど
に

掲
載
さ
れ
た
。
近
世
期
ま
で
の
中
国
文
学
を
軸
と
し
た
「
文
学
」
概
念
か
ら
、
西

洋
の
言
語
芸
術
と
し
て
の
文
学
の
概
念
化
を
受
容
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、

戯
曲
が
含
ま
れ
て
い
く
。
近
代
に
お
け
る
「
文
学
」
概
念
の
醸
成
に
つ
い
て
は
、

鈴
木
貞
美
『
日
本
の
「
文
学
」
概
念
』（
一
九
九
八
年
、
作
品
舎
）
も
参
照
さ
れ

た
い
。

　
　

な
お
、
団
平
の
妻
千
賀
の
作
と
さ
れ
る
点
に
つ
い
て
、
近
代
の
女
性
の
文
学
者
、

戯
曲
作
者
の
誕
生
と
み
る
の
も
時
期
尚
早
で
あ
ろ
う
。
近
代
教
育
を
受
け
た
女
性
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人
）。
著
者
の
稲
垣
晋
清
は
、
東
野
治
之
「
東
大
寺
法
華
堂
天
蓋
の
奈
良
時
代
墨

書
」（『
日
本
学
士
院
紀
要
』
第
七
十
二
巻
第
三
号
、
二
〇
一
八
年
五
月
）
に
よ
れ

ば
東
大
寺
の
僧
。
な
お
、
関
東
の
大
山
開
山
講
は
大
山
講
と
思
わ
れ
る
。
良
弁
の

生
誕
地
は
、
相
模
国
と
近
江
国
志
賀
里
の
二
説
が
あ
る
（
前
掲
、
注
９
）。
良
弁

の
相
模
国
出
生
説
は
、
良
弁
僧
正
一
代
記
で
あ
る
『
大
山
縁
起
絵
巻
』
に
も
記
さ

れ
る
、
大
山
縁
起
に
つ
い
て
は
、
小
島
瓔
禮
『
神
奈
川
県
語
り
物
資
料
―
相
模
大

山
縁
起
（
上
）（
下
）
―
』
昭
和
四
十
五
年
、
神
奈
川
県
教
育
庁
指
導
部
、
を
参

照
し
た
。

（
28
）
大
正
十
五
年
『
忍
ぶ
面
影
：
誠
忠
美
談
』（
矢
橋
三
子
雄
著
、
修
教
社
書
院
）

で
は
、
楠
木
正
成
や
平
重
盛
ら
十
一
名
の
中
に
「
良
辨
大
僧
正
」
が
含
ま
れ
る
。

『
忍
ぶ
面
影
』
は
、
二
〇
一
三
年
に
発
見
さ
れ
た
川
端
康
成
の
未
発
表
小
説
「
勤

王
の
神
」
の
粉
本
と
の
指
摘
が
あ
る
。（『
日
本
経
済
新
聞
』
二
〇
一
三
年
二
月
四

日
）
こ
の
よ
う
に
、
良
弁
の
逸
話
は
現
代
よ
り
も
は
る
か
に
多
く
の
人
々
に
知
ら

れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
　

ま
た
、
子
ど
も
向
き
の
読
み
物
に
も
良
弁
は
登
場
す
る
。
大
正
十
四
年
『
文
芸
読

本
』（
保
科
孝
一
監
修
、
児
童
読
物
研
究
会
編
、
杉
本
書
店
）
は
、
小
学
児
童
に

対
す
る
課
外
読
物
と
し
て
編
纂
さ
れ
、
材
料
の
選
択
に
つ
い
て
「
児
童
の
徳
性
を

養
い
、
気
品
を
高
む
る
に
足
る
も
の
」「
児
童
の
生
活
範
囲
に
存
在
し
、
感
興
に

富
み
趣
味
に
適
し
た
も
の
」「
日
新
の
知
識
を
授
け
、
健
全
な
理
性
を
養
う
も
の
」

と
し
、
禅
智
内
供
の
「
鼻
」
な
ど
に
ま
じ
っ
て
、「
良
弁
僧
正
」
が
収
め
ら
れ
て

い
る
。
昭
和
九
年
『
少
年
日
本
お
伽
噺
読
本
』（
三
浦
藤
作
著
、
大
同
館
書
店
）、

浦
島
太
郎
か
ら
始
ま
る
三
十
二
の
お
伽
噺
の
三
十
一
番
目
に
「
良
辨
杉
」
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。

（
29
）
一
九
四
七
（
昭
和
二
十
二
）
年
三
月
に
制
定
さ
れ
た
旧
教
育
基
本
法
第
九
条
は
、

宗
教
教
育
に
関
す
る
第
二
項
で
、「
国
及
び
地
方
公
共
団
体
が
設
置
す
る
学
校
は
、

特
定
の
宗
教
の
た
め
の
宗
教
教
育
そ
の
他
宗
教
的
活
動
を
し
て
は
な
ら
な
い
。」

こ
れ
は
、
二
〇
〇
八
（
平
成
二
十
）
年
十
二
月
に
改
正
さ
れ
た
教
育
基
本
法
第
十

五
条
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
子
ど
も
の
絵
本
で
は
、
高
僧
を
扱
う
場
合
も
宗

教
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
で
は
な
く
、
社
会
福
祉
の
側
面
か
ら
説
明
さ
れ
て
い
る
。
例

の
崩
御
に
あ
た
り
、
幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
天
皇
と
仏
教
、
本
願
寺
と
の
関

係
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
本
書
の
冒
頭
に
は
、
維
新
に
よ
っ
て
仏
法
擁
護
が
薄
ら

い
だ
と
世
の
中
の
人
は
思
う
だ
ろ
う
が
、
明
治
天
皇
は
一
貫
し
て
真
宗
と
深
い
関

わ
り
に
あ
っ
た
こ
と
を
説
く
。
そ
の
証
左
と
し
て
、
明
治
九
年
の
親
鸞
上
人
へ
の

見
真
大
師
、
明
治
十
五
年
の
蓮
如
上
人
の
彗
燈
大
師
の
諡
号
を
あ
げ
て
い
る
。
彦

六
座
は
廃
仏
毀
釈
の
不
安
な
情
勢
に
と
ま
ど
う
人
々
に
安
堵
さ
せ
る
話
題
を
華
々

し
く
上
演
し
、
観
客
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。

（
21
）
籠
谷
眞
智
子
「
蓮
如
四
百
回
遠
忌
法
要
の
経
緯
と
人
形
浄
瑠
璃
」『
真
宗
文
化

史
の
研
究
―
本
願
寺
の
芸
能
論
考
―
』
京
都
女
子
大
学
研
究
叢
刊
二
十
三
、
平
成

七
年
、
同
朋
社
、
三
九
二
〜
四
三
四
。

（
22
）
林
淳
「
明
治
仏
教
か
ら
近
代
仏
教
へ
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
二
号
、
愛
知
学

院
大
学
禅
研
究
所
、
二
〇
一
三
年
、
三
九
〜
五
一
頁
。
ほ
か
に
、
林
淳
「
勧
進
と

霊
場
」『
勧
進
・
参
詣
・
祝
祭
』
シ
リ
ー
ズ
日
本
人
と
宗
教
―
近
世
か
ら
近
代
へ

―
第
四
巻
、
二
〇
一
五
年
、
春
秋
社
、
三
〜
二
十
四
頁
。
海
寿
広
『
入
門
近
代
仏

教
思
想
』
二
〇
一
六
年
、
筑
摩
新
書
な
ど
を
参
考
に
し
た
。

（
23
）
佐
藤
久
光
『
遍
路
と
巡
礼
の
社
会
学
』
二
〇
〇
四
年
、
人
文
書
院
。

（
24
）
鎌
田
道
隆
・
安
田
真
紀
子
「
史
料
『
宇
智
・
吉
野
郡
新
四
国
八
十
八
ヶ
所
巡
拝

道
中
記
』」『
総
合
研
究
所
所
報
』
三
号
、
一
九
九
五
年
二
月
、
一
六
二
〜
一
七
二

頁
。

（
25
）
森
正
人
「
巡
礼
の
近
代
性
―
一
九
〇
五
年
の
西
国
三
十
三
所
巡
礼
競
争
―
」

『
人
文
論
叢　

三
重
大
学
人
文
学
部
文
化
学
科
研
究
紀
要
』
二
九
巻
、
二
〇
一
二

年
三
月
、
四
五
〜
五
五
頁
。

　
　

セ
ー
ラ
・
タ
ー
ル
「
巡
礼
の
近
代
化
―
金
毘
羅
参
り
を
例
に
―
」（『
勧
進
・
参

詣
・
祝
祭
』、
前
掲
注
22
、
二
〇
九
〜
二
四
二
頁
）
で
は
、
日
清
日
露
戦
争
と
巡

礼
の
変
容
の
関
係
を
指
摘
す
る
。

（
26
）
高
木
浩
志
「
激
動
の
昭
和
文
楽
」『
義
太
夫
年
表　

昭
和
篇
』
二
〇
一
二
年
、

和
泉
書
院
、
九
頁
。
昭
和
五
年
四
ツ
橋
文
楽
座
の
開
場
で
、
全
作
品
の
通
し
上
演

か
ら
、
名
場
面
の
見
取
上
演
へ
と
興
業
方
針
が
転
換
し
た
。

（
27
）
稲
垣
晋
清
『
良
辨
僧
正
御
伝
記
』
明
治
四
二
年
、
長
谷
川
幾
松
（
発
行
兼
印
刷
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躍
々
活
動
し
て
『
錦
の
袈
裟
を
身
に
纏
ひ
、
こ
れ
が
大
寺
の
』
云
々
に
て
僧
正
述

懐
の
涙
を
落
し
て
の
物
語
り
の
辺
に
一
層
沈
痛
に
語
り
、『
如
来
の
御
目
に
見
玉

へ
ば
鳥
獣
に
劣
り
た
る
』
云
々
は
悲
痛
胸
に
迫
り
哀
感
骨
を
刺
す
如
く
無
量
の
妙

味
思
わ
ず
満
場
の
見
物
を
ア
ッ
と
泣
か
し
て
手は

ん
か
ち巾
を
絞
ら
せ
し
」

　
　

ま
た
、
呑
田
愚
天
「
堀
江
座
見
物
素
人
評
」『
浄
瑠
璃
雑
誌
』
七
十
四
号
、
明
治

四
十
二
年
四
月
（
引
用
は
『
国
立
文
楽
劇
場
上
演
資
料
集
』
十
七
、
昭
和
六
十
三

年
、
一
一
七
頁
）。「『
錦
の
袈
裟
を
身
に
纏
ひ
、
こ
れ
が
大
寺
の
』
に
て
良
弁
僧

正
述
懐
の
涙
を
落
し
て
の
物
語
に
な
つ
て
『
如
来
の
御
目
に
見
玉
へ
ば
鳥
獣
に
劣

り
た
る
』
云
々
の
辺
り
は
、
一
層
沈
着
の
態
度
を
以
て
語
り
、
悲
痛
胸
に
迫
る
の

感
動
を
与
え
た
。
満
場
水
を
打
ツ
た
る
光
景
に
て
、
拍
手
大
喝
采
大
島
大
夫
近
来

の
出
色
で
あ
つ
た
」

（
38
）
渡
辺
保
『
昭
和
の
名
人　

豊
竹
山
城
少
掾
―
魂
を
ゆ
さ
ぶ
る
浄
瑠
璃
』
一
九
九

三
年
、
新
潮
社
。
二
五
五
〜
二
五
四
。

（
39
）
前
掲
、
注
１
、
内
山
美
樹
子
先
生
。
三
五
三
頁
。

（
40
）
前
掲
、
注
17
。
十
九
頁
。

（
41
）
前
掲
、
注
１
、
武
智
鉄
二
、
五
六
二
〜
五
六
三
。

え
ば
、『
暮
ら
し
を
ま
も
り
工
事
を
行
っ
た
お
坊
さ
ん
た
ち
―
道
登
・
道
昭
・
行

基
・
良
弁
・
重
源
・
空
海 

空
也
・
一
遍
・
忍
性
・
叡
尊
・
禅
海
・
鞭
牛 (

土
木

の
歴
史
絵
本 (

第
1
巻))

』
か
こ
さ
と
し
作
、
瑞
雲
舎
、
二
〇
〇
四
年
な
ど
。

（
30
）
東
晴
美
「
リ
ア
リ
ズ
ム
と
虚
実
皮
膜
論
」『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
四
号
、

二
〇
〇
八
年
三
月
、
六
〜
二
五
頁
。

（
31
）
近
松
門
左
衛
門
（
一
六
五
三
〜
一
七
二
四
年
）
の
没
後
四
十
年
頃
に
刊
行
さ
れ

た
『
音
曲
道
智
編
』（
明
和
年
間
刊
）
に
「
全
体
文
柄
拙
か
ら
ず
、
儒
仏
神
に
能

渡
り
、
字
相
た
と
へ
こ
と
を
引
に
も
耳
に
か
か
ら
ず
。
貴
賤
の
わ
か
ち
、
都
鄙
の

国
ぶ
り
、
品
位
と
も
さ
こ
そ
あ
ら
め
と
滑
稽
を
つ
く
し
、
道
行
、
ふ
し
事
、
か
け

事
も
伊
勢
源
氏
の
俤
を
文
に
つ
づ
け
、
し
か
も
俗
間
の
流
言
お
か
し
く
、
自
然
と

貴
人
高
位
の
御
耳
に
ふ
れ
さ
せ
給
ひ
し
よ
り
打
続
て
数
の
趣
向
を
う
み
い
だ
せ

り
」
と
あ
る
。
こ
の
評
価
は
、
江
戸
後
期
に
ま
で
継
承
さ
れ
る
。『
音
曲
道
智
編
』

の
引
用
は
、『
近
松
』
増
補
国
語
国
文
学
研
究
史
大
成
一
〇
、
昭
和
五
十
二
年
、

三
省
堂
に
よ
る
。

（
32
）
川
平
敏
文
『
徒
然
草
の
十
七
世
紀
―
近
世
文
芸
思
潮
の
形
成
』
二
〇
一
五
年
、

岩
波
書
店
。
十
二
頁
。

（
33
）
前
掲
、
注
５
。「
一
体
、
こ
の
三
十
三
所
花
の
山
は
西
国
観
音
霊
験
記
と
云
え

る
を
原
因
と
し
て
新
に
書
加
え
し
も
の
と
て
折
々
無
理
な
る
筋
あ
り
て
大
に
聞
苦

し
き
所
の
あ
る
は
作
者
の
罪
で
斯
な
駄
作
否
悪
作
は
斯
道
も
今
や
進
歩
せ
ん
と
す

る
時
勢
に
は
適
し
な
い
の
で
あ
る
」

（
34
）『
説
教
譬
喩
因
縁
談
』（
前
掲
、
注
12
）
で
は
、
東
大
寺
で
乞
食
と
の
の
し
ら
れ
、

み
ず
た
ま
り
に
う
つ
っ
た
自
分
の
姿
を
見
て
内
省
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
も
、

乞
食
と
の
の
し
ら
れ
る
と
い
う
外
的
要
因
が
あ
る
。
自
ら
の
姿
を
自
発
的
に
認
め

我
に
か
え
る
の
は
、「
桜
の
宮
物
狂
い
」
の
特
色
で
あ
る
。

（
35
）
前
掲
、
注
16
。
二
十
二
〜
二
十
三
頁
。

（
36
）「
技
芸
員
に
き
く　

鶴
沢
寛
治
」
平
成
二
十
八
年
十
二
月
国
立
劇
場
文
楽
公
演

「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

（
37
）
前
掲
、
注
５
。「『
迷
ひ
津
々
浦
々
ま
で
も
乞
食
非
人
と
な
り
、
人
の
軒
場
や
山

に
サ
迷
ひ
玉
ふ
』
云
々
よ
り
『
現
在
母
は
物
貰
ひ
、
子
は
僧
正
の
』
あ
た
り
は
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“Robensugi no Yurai (The Story of Priest Roben)”
and modern Japan: a new bunraku play and

modern Western literary criticism

Harumi HIGASHI

In 2018, to commemorate the 150th anniversary of the Meiji Restoration, the National Theatre 
produced “Robensugi no Yurai (The Story of Priest Roben)” which was created in the Meiji 
period. The play is so popular that it has been staged with relative frequency. It tells a story 
that a priest of the highest rank called Roben, who was taken away by an eagle when he was 
two years old, has a reunion with his ruined mother thirty years later. Theatre critics and 
academics of the post-war era has criticized the play as not worthy of notice except for a 
climax scene featuring the mother searching for her child desperately called “Sakuranomiya-
monogurui”, composed by Toyozawa Danpei, a shamisen master of the Meiji period.

The play has attracted audiences for more than a century although it is a “new” work created 
in the Meiji period and relatively younger than masterpieces such as Chushingura. Using 
recently discovered materials and latest research outcomes, this essay explores the reason 
why the play has long remained one of popular repertoires through an investigation on the 
social backgrounds both in the 1890s, when it was premiered, and in the Taisho and the early 
Showa periods, when it became a repertoire of bunraku, Moreover, it examines the play’s 
critical evaluation from the viewpoint of the modern Western literary criticism, and discusses 
how traditional arts are surviving in the present day.

bunraku
traditional arts
modern Western literary criticism
modern Buddhism
Robensugi no Yurai


